
2013.5.1 No.613

中之条に住む人と町政をつなぐ情報誌「広報なかのじょう」

5月

（4月 8日、沢田小学校）
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中
之
条
町
の
北
部
に
位
置
す
る
「
芳

ヶ
平
湿
原
」
お
よ
び
「
大
平
湿
原
」

は
、
白
根
山
系
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
標

高
1
、
8
0
0
メ
ー
ト
ル
付
近
に
点
在

す
る
湿
原
で
す
。
そ
の
下
流
域
に
は

「
平
兵
衛
池
」
「
大
池
」
「
水
池
」
の

3
つ
の
池
が
存
在
し
ま
す
。
一
帯
は
群

馬
、
新
潟
、
長
野
の
三
県
に
ま
た
が
る

上
信
越
高
原
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ワ
タ
ス
ゲ
を
は
じ
め
様
々
な
高
山
植

物
や
、
特
別
天
然
記
念
物
で
あ
る
ニ
ホ

ン
カ
モ
シ
カ
な
ど
貴
重
な
動
植
物
が
生

息
し
て
い
ま
す
。

　
国
道
2
9
2
号
沿
い
の
白
根
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
か
ら
徒
歩
で
1
時
間
。
荒
涼
と

し
た
湯
釜
周
辺
の
風
景
か
ら
突
然
、
穏

や
か
で
優
し
い
風
景
が
広
が
り
ま
す
。

そ
こ
が
芳
ヶ
平
湿
原
で
す
。
湿
原
に
あ

る
芳
ヶ
平
ヒ
ュ
ッ
テ
（
山
小
屋
）
は
、

ハ
イ
カ
ー
の
憩
い
の
場
で
あ
る
と
共
に

自
然
保
護
の
拠
点
で
す
。

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
原
を
目
指
し
て

日
本
国
道
最
高
地
点
か
ら
望
む

　
幻
想
的
な
別
天
地
へ
よ
う
こ
そ

貴
重
な
自
然
の
宝
庫

芳
ヶ
平
湿
原
と
大
平
湿
原

　草津から志賀
高原へ抜ける
国道２９２号の日
本国道最高地
点にある駐車ス
ペース（入山）。
標高２，１７２ｍの
この地点の眼
下に、上の写真
のとおり幻想的
な芳ヶ平湿原が
望めます。

芳ヶ平

大 平

Yoshiga-daira

Oo-daira

×

み
ず

お
お

お
お
だ
い
ら

が
だ
い
ら

よ
し

へ
い
べ
え
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　湿原には池塘と呼ばれる池が点在し、その周囲に
はワタスゲの群生が見られます。春の新緑、夏のワタ
スゲ、秋の紅葉、どれも魅力的です。

　芳ヶ平湿原の下流に大平湿原があり、
そのまた下流域にある「平兵衛池」。ここま
で芳ヶ平湿原からさらに下って１時間３０分
です。チャツボミゴケ公園からの上りの登
山ルートもあります。

　芳ヶ平湿原は木道も整備された絶好の
ハイキングコース。白根レストハウスか渋
峠から歩き始めるのが一般的。登山靴や
スニーカーのような歩きやすい靴がお勧
めです。
　写真のワタスゲとヒオウギアヤメがと
もに見られる6月下旬から7月にかけてが
一番の見ごろです。

　
1
9
7
1
年
に
イ
ラ
ン
の
ラ
ム
サ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
「
湿
地
及
び
水
鳥
の

保
全
の
た
め
の
国
際
会
議
」
に
お
い
て

「
特
に
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
国
際
的

に
重
要
な
湿
地
に
関
す
る
条
約
」
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
約
が
、
開
催

地
に
ち
な
ん
で
一
般
に
「
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
条
約
締
結
国
1
6
5
か
国
、

世
界
で
2
、
1
0
6
箇
所
、
日
本
で
46

か
所
、
群
馬
県
内
で
は
尾
瀬
と
渡
良
瀬

遊
水
地
の
2
か
所
が
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
（
2
0
1
3
年
2
月
現
在
）
。

　
そ
の
目
的
は
、
「
保
全
・
再
生
」

「
賢
明
な
利
用
」
「
交
流
・
学
習
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
貴
重
な
生
態
系
を

「
保
全
・
再
生
」
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
恵
み
を

「
賢
明
な
利
用
」
と
し
て
活
用
し
、

「
交
流
・
学
習
」
を
通
し
て
広
め
て
い

く
こ
と
も
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
内
の
登
録
地
第
1
号
は
北
海
道
の

釧
路
湿
原
で
す
が
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

登
録
に
よ
り
、
貴
重
な
自
然
が
大
切
に

守
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
豊
か
な
資

源
を
国
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
そ

こ
に
魅
了
さ
れ
た
多
く
の
人
が
訪
れ
る

観
光
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
芳
ヶ
平
湿
原
お
よ
び
大
平
湿
原
に
お

い
て
も
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
観
光

や
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
り
、
多
く

の
人
が
そ
の
価
値
を
認
め
、
訪
れ
る
場

所
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

（
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
つ
い
て
）

　
役
場
企
画
政
策
課
　
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
推
進
室
（
芳
ヶ
平
湿
原
周
辺
の
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
を
実
現
す
る
会
事
務

局
）

　
　
☎
7
5
・
8
8
3
7
（
直
通
）

（
観
光
に
つ
い
て
）

　
役
場
観
光
商
工
課
　
観
光
係

　
　
☎
2
6
・
7
7
2
7
（
直
通
）

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
と
は
？

そ
の
目
的
と
ね
ら
い ちとう
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平
成
25
年
3
月
24
日
（
日
）
、
六
合

保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
中
之
条
町
と

草
津
町
の
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、

「
芳
ヶ
平
湿
原
周
辺
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
登
録
を
実
現
す
る
会
」
発
会
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
周
辺
の
生
態
系
を
維
持
し

つ
つ
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
恵
み
を
持

続
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
地
域
の
活
性

化
に
結
び
付
け
、
そ
の
資
産
を
未
来
へ

引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
両

町
で
協
力
し
て
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録

を
目
指
し
ま
す
。

　
今
後
の
活
動
は
、
芳
ヶ
平
湿
原
周
辺

の
自
然
を
守
る
た
め
、
科
学
的
な
調
査

を
始
め
る
と
と
も
に
、
素
晴
し
さ
を
広

く
人
々
に
伝
え
る
た
め
、
広
報
・
啓
蒙

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
芳
ヶ
平
湿
原
周
辺
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
を

  

実
現
す
る
会
」
が
発
足
し
ま
し
た

環境省自然環境局の
山本麻衣氏による基
調講演も行われました

折田町長の発会主旨説明の後、参加者全員拍手のもと発会となり
ました。続いて役員・オブザーバーの承認後、役員代表として黒岩
信忠草津町長、原沢今朝司中之条町議会議長が挨拶しました。

芳ヶ平

大 平

Yoshiga-daira

Oo-daira

×

氏　名
黒江　隆太
岩下　秀美
平形　　昇
下田　明英
折田謙一郎
黒岩　信忠
原沢今朝司
宮崎　公雄
田村　亮一
山田　寅幸
黒岩裕喜男
都筑　覚実
武藤　義徳
湯田　六男
山本　隆雄
大橋　修次
山本日出男
篠原　文雄
唐澤　定市
中澤　宏衛
中澤　宏衛

山本　三男

山田　　豊
山本　　茂
新堀　研二

中村　一雄

役員名
オブザーバー
オブザーバー
オブザーバー
オブザーバー
会　長
副会長
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事

理　事

理　事
理　事
理　事

理　事

　　　　　役　　　職　　　名
環境省万座自然保護官事務所自然保護官
林野庁関東森林管理局吾妻森林管理署長
群馬県吾妻県民局長
群馬県自然環境課長
中之条町長
草津町長
中之条町議会議長
草津町議会議長
中之条町観光協会長
草津温泉観光協会長
草津温泉旅館協同組合　理事長
中之条町商工会長
草津町商工会長
自然公園財団草津支部　所長
中之条町議会総務福祉常任委員会委員長
中之条町議会経済教育常任委員会委員長
中之条町議会議員
中之条町議会議員
中之条町文化財専門委員会委員長
六合地区　区長会長
六合地区地域資源保護・活用推進協議会長
「日本で最も美しい村」連合
六合VILLAGE協議会長
六合の里温泉郷組合　組合長
六合山岳会長
芳ヶ平ヒュッテ管理人・自然公園指導員
群馬県鳥獣保護員・自然保護指導員
・自然公園指導員

「芳ヶ平湿原周辺のラムサール条約登録を実現する会」
役員名簿（敬称略）

※この名簿は発会式時点のものです
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9月13日（金）～10月14日（祝）の28日間　
9時30分～17時（木曜定休）
入場料1,000円（前売り800円、高校生以下無料、町民無料優待券あり)

Contemporary Art Exhibition in Nakanojo

■ビエンナーレスタッフは「ＳＡＴＯＲＩ」（サトリ）で
　皆さんをお待ちしています

中之条・伊勢町エリア　　伊参エリア　　四万温泉エリア　　沢渡エリア　　暮坂エリア　　六合エリア

2013

■町の文化や自然を活かし、商店街や温泉地、農山村集落を現代アートで彩る「中之条ビエ
ンナーレ」。2年に1度の祭典の第4回目が、6つのエリアで今年開催されます。

■全国から集まった100人を超える作家が、中之条の風土を感じながら、ここでしかできな
い作品を創り出します。奇想天外で、時にエネルギッシュで、時に情緒的な作品が、この
町に新しい輝きを与えてくれるはずです。

■期間中町民の皆さんには、ご不便やご迷惑をおかけすることもあるかと思います。どうか
地域を盛り上げる取り組みとして、ご理解とご協力をお願いします。

　「中之条ビエンナーレ実行委員会事務局」は、役場庁舎を飛び出し、より皆
さんと身近に地域づくりを行うため、今回から中之条中央商店街通りに面した
「ＳＡＴＯＲＩ」という建物に移設しました。町民の皆さんや地域づくりの関
係者に訪れてほしいと願っての移設です。お気軽にお立ち寄りください。
　所在地　大字中之条町926番地1　☎25・8500

「SATORI」の外観
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ュースと だいニュースとわだい

「ともだち たくさん できるかな」
小学校入学式　今年の新入生は127名

　4月8日、桜咲く晴天のなか、町内の小学校4校で入学式が行われました。
　在校生の拍手に迎えられ、小さな胸を希望でいっぱいにした新入生。中之条小学校73名、沢田小学校29名、名久田小
学校14名、六合小学校11名、計127名が入学しました。

名久田小学校沢田小学校

中之条小学校六合小学校
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桜の中での入所・入園
新年度がスタートしました

3月26日をもって、伊参小学校が閉校しました

　139年の歴史に幕を閉じた伊参小学校。3月2日には、地域の人を招いた「伊参小さよなら集会」が開催され、閉校記
念ソング「ずっと忘れない」が披露されました。3月26日には、終業式の後に「伊参小学校閉校式」が行われました。
式典終了後には、校庭で閉校記念碑の序幕式が行われました。「希望あふれる伊参の子　ここより巣立つ」と刻まれた
碑を囲んで、集まった人全員で最後の校歌を歌いました。

　4月は新しいことが始まる季節。4月3日には保育所で入所
式、10日には幼稚園で入園式、11日には六合こども園で入園式
が行われました。
　新しく仲間に加わった子どもたちは、中之条保育所18名、伊
勢町保育所10名で、保育所合わせて28名、中之条幼稚園35
名、沢田幼稚園9名、名久田幼稚園4名で幼稚園合わせて48名、
そして六合こども園で5名でした。

「せんせい、よろしくね」（中之条幼稚園にて）
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ュースと だいニュースとわだい

戸籍がコンピューター化
住民登録はクラウドへ進化

　3月18日から戸籍の証明書がコンピューターで発行されるよう
になりました。証明書の名称や様式は変わりましたが、発行まで
の時間が短縮され、皆さんの利便性が高まりました。
　また、住民基本台帳などの重要な住民データは、「クラウド」
と呼ばれるネットワーク上のサーバーに保存される新しいシステ
ムとなりました。従来の庁舎内のサーバーにデータを保存する方
式より、コストが削減でき、またセキュリティや管理の質が向上
し、安全性が高まりました。震災などで役場庁舎が被災しても、
データの消失が防げるシステムです。

篠原　敬さん　旭日単光章

　篠原　敬さん（蟻川）が、旭日単光章を受章されました。永年にわたり
町議会議員として地方自治の発展にご尽力されたことによる受章です。
　永年にわたる功績に敬意を表するとともに、ますますのご活躍をお祈り
いたします。

　4月3日（水）15時から、中之条町が提供するラジオ番組
「つむじ風ラジオ」が、ＦＭ群馬でスタートしました。30分
間の番組で、毎週水曜日、来年3月まで放送予定です。
　町の行事、イベントのほか、中之条町のグルメ情報も発信。
お客さんを町に呼び込むのがねらいです。番組ホームページに
は第1回からの放送内容が掲載されていますので、そちらもご
覧ください。
　また町民のみなさんからの耳より情報もお待ちしています。
問い合わせ
　役場観光商工課（ふるさと交流センター「つむじ」内）　　
　☎26・7727（直通）

コンピューターで発行された証明書の第1号を手渡す折田町長

「つむじ風ラジオ」第1回の収録風景
（ＦＭぐんまの収録スタジオにて）

中之条町の魅力を発信するラジオ番組がスタートしました

FMぐんま

86.3
ＭＨｚ

毎週水曜日
15時から
15時30分まで（30分）

中之条地区
六合地区

82.2 MHz
76.7 MHz



9 なかのじょう H２5.5 No.６13

吾妻警察署と東部3町村が暴力団
排除に関する合意書に調印

　3月25日、役場会議室で吾妻警察署長、中之条町長、東吾妻
町長、高山村長が集まり、暴力団排除に関する合意書に調印し
ました。
　これは、互いに連携・協力を強化することで、不当な暴力に
決して屈しない体制を整えるとともに、その決意を新たにする
ものです。
　これからも、3町村と警察では、皆さんが安心して暮らせる地
域を作っていきます。

第11回町民ボウリング大会

　3月24日に沼田ボウルで開催された大会の結果をお知らせします。（敬称略）

中之条町の鳥追い行事　其の一 

　戦後間もない頃（昭和20年代）の中
之条町鳥追い祭の関係者の写真です。
場所は伊勢宮（中之条町）です。

　「ミュゼ」では、町が誇る鳥追
い行事の歴史を追っています。そ
のため、写真や資料を探していま
す。お持ちの方は、ぜひ連絡をお
願いします。

問い合わせ
歴史と民俗の博物館「ミュゼ」
文化財保護係
☎75・1922

▽チーム戦の部
優　勝　TKK900
　　　　中嶋公江・髙橋和男・髙橋千沙都
準優勝　チームＦ
　　　　福嶋学・福嶋みよ子・福嶋咲絵
第3位　森のくまちゃんズ
　　　　齊藤操・熊田将大・熊田明彦

▽個人戦男子の部
優　勝　黒崎　充久
準優勝　林　　孝之
第3位　福嶋　　学
第4位　齊藤　　操
第5位　髙橋　和男
第6位　熊田　明彦
☆ハイゲーム賞
福嶋　学（241点）

▽個人戦女子の部
優　勝　齊藤智恵美
準優勝　川田ゆかり
第3位　中嶋　公江
第4位　髙橋千沙都
第5位　角谷　知子
第6位　福嶋みよ子
☆ハイゲーム賞
角谷　知子（184点）

原版所蔵：関　芳美さん（西中之条）
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施
設
評
価
検
討
委
員
会
に
よ
る

町
の
施
設
の
評
価
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
次
の
ペ
ー
ジ
の
「
施
設
評
価
結
果
」

の
表
は
、
7
つ
の
区
分
に
分
類
さ
れ
て

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

1 

継
続
　
事
業
内
容
が
適
正
で
あ
る

た
め
現
状
維
持
 

2 

拡
充
　
事
業
の
範
囲
･
規
模
を
さ

ら
に
拡
充
し
て
実
施

3 

要
改
善
　
事
業
の
必
要
性
は
認
め

ら
れ
る
が
、
地
域
の
実
情
や
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
効
率
的
・
効
果
的
な

実
施
に
向
け
、
改
善
す
る
べ
き
も

の

4 

県
／
国
／
広
域
　
国
や
県
、
広
域

町
村
単
位
で
実
施
す
る
べ
き
も
の

5 

民
営
化
／
地
域
主
体
　
民
間
や
地

域
が
主
体
と
な
っ
て
事
業
実
施
す

る
こ
と
が
効
果
的
な
も
の

6 

縮
小
・
休
止
　
住
民
等
に
と
っ
て

必
要
性
は
認
め
ら
れ
る
が
、
事
業

の
目
的
に
対
す
る
手
段
と
し
て
現

状
の
ま
ま
で
は
効
果
が
見
え
ず
、

実
施
主
体
・
内
容
が
適
切
か
ど
う

か
を
改
め
て
検
証
し
、
根
本
的
に

見
直
す
べ
き
も
の

7 

廃
止
　
住
民
等
に
と
っ
て
役
に
立

っ
て
い
な
い
も
の
や
、
重
複
に
よ

り
整
理
さ
れ
る
べ
き
も
の

「廃止」の評価となった旧有笠山荘

　
昨
年
11
月
2
日
、町
の
諮
問
機
関
と
し
て
組
織
さ
れ
た「
施
設
評
価
検
討
委
員
会
」。各
方
面
で
知
見
の
深
い
6
人

の
委
員
を
委
嘱
し
、町
有
施
設
全
般
に
わ
た
り
、必
要
性
、公
共
性
、有
効
性
、効
率
性
な
ど
の
観
点
か
ら
、現
地
調
査

と
と
も
に
度
重
な
る
検
討
を
い
た
だ
き
、先
月
号
の
広
報
で
も
お
伝
え
し
た
通
り
、3
月
6
日
付
け
で
評
価
結
果
の

報
告
書
が
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、そ
の
評
価
結
果
の
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「民営化／地域主体」の評価となったチャツボミゴケ公園
にある山荘。今後は民営化も含めた施設の再検討を行ます。

評
価
結
果
の
見
方

町の施設の評価結果
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施設評価結果

ふるさと交流センター「つむじ」は「拡充」の評価でした。4月から観光協会と観光商工課
を施設内に設置し、運営体制を強化し、観光客のニーズに即応できる体制に改めました。

　
評
価
の
対
象
と
な
っ
た
施
設
は
48
施

設
で
す
が
、
そ
の
う
ち
継
続
と
評
価
さ

れ
た
施
設
は
24
施
設
、
拡
充
が
1
施

設
、
要
改
善
が
15
施
設
、
県
／
国
／
広

域
単
位
で
実
施
す
べ
き
施
設
は
無
く
、

民
営
化
／
地
域
主
体
で
実
施
す
べ
き
施

設
が
1
施
設
、
縮
小
・
休
止
が
3
施

設
、
廃
止
が
4
施
設
と
い
う
結
果
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
施
設
の
管
理
経
費
が

行
政
運
営
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、

そ
の
必
要
性
、
公
共
性
、
有
効
性
、
効

率
性
な
ど
を
再
度
検
討
す
る
と
と
も

に
、
評
価
い
た
だ
い
た
結
果
を
、
各
施

設
の
運
営
や
事
業
展
開
の
方
向
性
と
し

て
、
可
能
な
限
り
尊
重
し
て
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

　
な
お
、
廃
止
、
縮
小
・
休
止
、
要
改

善
な
ど
の
区
分
に
評
価
さ
れ
た
施
設
に

つ
い
て
も
、
今
後
は
地
域
の
方
々
と
十

分
に
協
議
す
る
な
か
で
、
資
源
の
有
効

活
用
を
図
り
、
最
終
的
な
方
向
性
を
決

定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課
　
事
業
管
理
室

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
4
5
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
関
本
利
久

町
の
48
施
設
の

評
価
結
果

評
価
結
果
に
対
す
る

町
の
対
応

町の施設の評価結果

　　　　　施設名称

旧中之条農民センター

旧林業総合センター

六合特産品づくり施設

中之条町介護老人保健施設「ゆうあい荘」

六合温泉医療センター関連（診療所）

介護支援センター

医師住宅・看護師宿舎

四万へき地診療所

中之条町観光物産センター（六合道の駅）

宿　花まめ（六合道の駅）

六合の郷しらすな（六合道の駅）

中之条町高齢者センター（くつろぎの湯）

暮坂牧水茶屋

野反湖キャンプ場

田代原ザゼンソウ公園

中之条町コミュニティ施設「赤岩の里」

評価結果

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

　　　　　施設名称

日向見管理棟

御夢想の湯

河原の湯（新湯共同浴場）

上乃湯

中之条町シルクパーク

伊勢町体育館

旧統計情報事務所

中之条町自動車教習所

ふるさと交流センター「つむじ」

伊参スタジオ公園

中之条町芸術の森

六合民話の家

老人保健施設つつじ荘

健康増進施設「バーデ六合」

四万清流の湯

四万川ダム資料館（こしきの湯）

評価結果

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

拡充

要改善

要改善

要改善

要改善

要改善

要改善

要改善

　　　　　施設名称

中之条町特産品直売所（六合道の駅）

四万野外スポーツ林

道の駅「霊山たけやま」関連

ふれあいの丘（薬王園）関連

暮坂総合交流ターミナル施設

中之条町ふるさと活性化センター

世代間交流館ゆびきり

四万ゆずりは荘

チャツボミゴケ公園

旧廣盛建物

しゃくなげハイツ

長英の隠れ湯

旧第三小学校

旧有笠山荘

通運ビル／倉庫

四万体育館

評価結果

要改善

要改善

要改善

要改善

要改善

要改善

要改善

要改善

民営化/地域主体

縮小・休止

縮小・休止

縮小・休止

廃止

廃止

廃止

廃止
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いつまでも自宅で元気に暮らしていくために

「高齢者福祉サービス」
を紹介します

高齢者の在宅介護でお悩みの人はいませんか？
介護保険以外にも、在宅高齢者の生活を支援する制度があります。

住み慣れた自宅や地域で、末永く安心して暮らせるよう、
サービスを活用しましょう。

短期入所（ショートステイ）

【介護保険で自立等に判定され、介護サービスを受けられない人へのサービス】

慶朗会での元気なみなさん

「高齢者福祉サービス」を紹介します

　家族の入院や冠婚葬祭等により高齢者に援護が
必要となった場合、安心して生活ができるよう養
護老人ホームでの短期間の宿泊を実施していま
す。
対象者
　家族の不在等により、在宅での生活に支障のあ
る高齢者。
利用料
　高齢者1名につき1日　1,740円

デイサービス（生きがい活動支援通所事業）
　趣味や仲間づくりを通して生きがいを持てるよう、日帰り
で四万老人福祉センターを利用できます。
利用料　1日500円
利用日　毎月第2、第4週の月～金曜日
　　　　※地区により利用日が異なります。利用方法等詳細
　　　　　は問い合わせください。
問い合わせ　社会福祉協議会　☎75・8839（直通）

訪問介護（ホームヘルプサービス）
　ひとり暮らしの高齢者等の自立した生活の手助
けと、要介護状態への移行の防止を目的として、
家事援助等を行います。
対象者
　病気やケガ等により、一時的に援助が必要とな
ったひとり暮らしの高齢者。
援助内容
　掃除・洗濯・買物等（週に1～2回程度）
利用料　45分　235円
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「高齢者福祉サービス」を紹介します

紙おむつ等の購入補助

【高齢者の在宅生活を支えるためのサービス】

　在宅療養者の在宅生活の維持と、家族の経済的
負担の軽減のため、紙おむつ等の購入補助を行い
ます。
対象者
　介護保険の要介護認定で要介護1～5と判定さ
れ、在宅で療養している人及びその家族。
補助対象物品
　紙おむつ・尿取りパット・清拭用品
補助額　購入金額の9割
　　　　1か月の上限額は次のとおり。

　所得や身体的な状況などの条件により、サービ
スの内容や自己負担金が異なります。
　また、介護保険によるサービスが優先となるも
のもありますので、詳しくは問い合わせくださ
い。
　役場住民福祉課　福祉係　
　☎75・8818（直通）担当　蟻川智彦
　六合支所　総務住民室
　☎95・3111　担当　中澤やす子

在宅介護慰労手当
　在宅介護者の介護意欲を高め、良質な介護の確
保と在宅介護の継続を目的に、介護慰労手当を支
給します。
対象者
　介護保険の要介護認定で要介護1～5に判定され
た人を1年以上在宅で介護している家族。
支給要件
　6月1日を基準日として、過去1年間に入院・入
所・ショートステイの利用日数が100日以内の人
を在宅で介護していること。
金額等
　要介護度と介護保険の居宅サービス給付額によ
り支給金額を決定し支給します。

高齢者福祉タクシー
　移動手段に著し
く制限を受ける70
歳以上の高齢者の
み世帯に対し、タ
クシーの基本料金
を月2回まで助成
します。
対象者
　以下の①～③全てに該当する世帯
　①70歳以上の世帯員で構成される単身または高
　　齢者のみの世帯
　②自動車を所有していない世帯
　③近隣に支援する親族がいない世帯

緊急通報システム
　ひとり暮らし高
齢者等の世帯に通
報機器を取り付
け、ケガや病気な
ど緊急の際に備え
ます。
　また、個人で緊
急通報システムを
導入した場合、工事費の半額（5,000円上限）を
助成します。
対象者
　65歳以上のひとり暮らし高齢者等で、心臓病等
の発作性の持病がある人。
　※町設置のシステムは業者委託です。

要介護度

要介護度１・２
要介護度 ３
要介護度４・５

５,０００円
７,５００円
８,０００円

補助上限額

要介
護度

※詳細については、後日広報でお知らせします。

介護保険
居宅サービス給付額

５

４

３

２

１

３００,０００円
２００,０００円
２５０,０００円
１５０,０００円
１５０,０００円
１００,０００円
７５,０００円
５０,０００円

１４０,０００円未満
１４０,０００円以上
１４０,０００円未満
１４０,０００円以上
１２０,０００円未満
１２０,０００円以上

支給金額
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からのお知らせ

年
に
1
回
、
元
気
な
時
こ
そ

「
住
民
健
診
」
を
受
け
ま
し
ょ
う

特
定
健
診
、
結
核
肺
が
ん
検
診
等
の
お
知
ら
せ

　

公
民
館
等
を
会
場
に
、
「
住
民
健

診
」
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　
町
が
行
う
「
住
民
健
診
」
は
、
「
特

定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
・
一
般
健

診
」
の
日
程
に
、
「
結
核
肺
が
ん
検

診
」
「
前
立
腺
が
ん
検
診
」
「
肝
炎
ウ

ィ
ル
ス
検
査
」
と
「
悠
々
世
代
体
力
測

定
」
を
組
み
込
ん
だ
も
の
で
す
。

　
そ
れ
に
加
え
、
7
月
7
日
（
日
）
に

は
「
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
乳
が
ん
・

子
宮
頸
が
ん
検
診
」
も
行
い
ま
す
。

　
対
象
年
齢
、
日
程
、
費
用
を
確
認
し

て
、
年
に
1
回
の
総
合
健
診
を
、
効
率

よ
く
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

①
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者　

　
健
診
・
一
般
健
診

　
腹
囲
測
定
、
血
液
検
査
、
血
圧
測
定

等
に
よ
り
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
を
見
つ
け
る
た
め
の
健
診
で
す
。

　
町
の
国
保
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
〜

74
歳
の
人
は
「
特
定
健
診
」
、
75
歳
以

上
の
人
は
「
後
期
高
齢
者
健
診
」
、
40

歳
未
満
の
人
は
「
一
般
健
診
」
と
し
て

受
診
で
き
ま
す
。

※
40
歳
〜
74
歳
の
人
で
町
の
国
保
以
外

の
人
は
、
加
入
す
る
医
療
保
険
者
が

実
施
す
る
特
定
健
診
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

※
特
定
健
診
と
国
保
人
間
ド
ッ
ク
の
重

複
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
結
核
肺
が
ん
検
診

　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
結
核
と
肺

が
ん
の
検
診
を
同
時
に
行
い
ま
す
。
ま

た
喫
煙
本
数
の
多
い
人
に
は
同
時
に
喀

痰
検
査
を
お
勧
め
し
ま
す
。
当
日
検
査

容
器
を
配
付
し
、
自
宅
で
採
取
し
た
痰

を
後
日
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
す
る
検

査
で
す
。

③
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス

　
検
査

　
過
去
に
肝
炎
検
査
を
し
た
こ
と
が
な

い
人
、
節
目
年
齢
（
40
歳
）
の
人
を
対

象
に
血
液
検
査
を
行
い
ま
す
。

④
前
立
腺
が
ん
検
診

　
50
歳
以
上
の
男
性
を
対
象
に
採
血
を

し
て
Ｐ
Ｓ
Ａ
（
前
立
腺
特
異
抗
原
）
値

を
測
定
し
ま
す
。

⑤
悠
々
世
代
体
力
測
定

　
（
総
合
健
康
調
査
）

　

65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
歩
行
速

度
、
体
脂
肪
測
定
、
骨
伝
導
測
定
等
の

健
康
調
査
を
行
い
ま
す
。
健
診
を
受
け

な
い
人
も
、
体
力
測
定
だ
け
を
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・

　
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

　
7
月
7
日
（
日
）
の
み
住
民
健
診
に

合
わ
せ
て
一
斉
「
が
ん
検
診
」
を
行
い

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
５
月
７
日

（
火
）
か
ら
６
月
７
日
（
金
）
ま
で
に

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
先
着
順
）
。

※
そ
の
他
の
「
が
ん
検
診
」
の
日
程
等

は
、
16
・
17
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

　
役
場
保
健
環
境
課　
健
康
係
（
保
健

セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
3
3
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
担
当　
桑
原
奈
緒
子

　
六
合
支
所　
総
務
住
民
室

　
　
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
担
当　
干
川
記
江
子

健康
Check!
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からのお知らせ

　健診を受ける時は、対象検査、費用、日程を確認の
うえ、「健診受診券」「保険証」をお持ちください。
　なお、会場によっては上履き持参となります。

■ 受診の際の準備 ■

①特定健診・後期高齢者健診・
　一般健診
②結核肺がん検診
③B型・C型肝炎ウィルス検査
④前立腺がん検診

全日程で実施

■ 健診ごとの
　日程上の注意 ■

■ 費用と対象者一覧表 ■

■ 住民健診日程表 ■

特定健診
（注）国民健康保険に加入している人のみ対象 
後期高齢者健診
（注）後期高齢者医療制度に加入している人のみ対象 

一般健診

結核・肺がん検診

前立腺がん検診 

肝炎ウィルス検査

悠々世代体力測定

該当日が都合の悪い場合は、他の都合のよい日
に受診してください。

ス
リ
ッ
パ
等
上
履
き
持
参

伊参1～3区
伊参4・5区
伊参6・7・9～11区
名久田1～4区
名久田5～8区
名久田12～16区
伊参8区・名久田9～11区
六合7～10区
六合4～6区
六合1～3区
六合11・14～16区
六合12・13・17区
沢田1～4区
沢田5～8区
沢田9～11区
沢田12・16～18区
沢田13～15区
中之条14区
中之条12・13区
中之条15・19区
中之条16・17区
中之条20～23区
中之条18区
沢田・伊参・名久田・六合地区未受診者
中之条地区未受診者
中之条1区
中之条2区
中之条4・4－2区
中之条3区
沢田・伊参・名久田・六合地区未受診者
中之条6・7区
中之条5区
中之条地区未受診者
中之条8・9区
中之条10・11区

13:30～15:30
9:30～11:30
13:30～15:30
9:30～11:30
13:30～15:30
9:30～11:30
13:30～15:30
13:00～18:00
9:30～11:30
13:00～15:00
09:30～11:30
13:00～15:00
9:30～11:30
13:30～15:30
9:30～11:30
13:30～15:30
9:00～11:30
9:00～11:00
13:30～15:30
9:00～11:00
13:30～15:30
9:00～11:00
13:30～15:30
9:00～11:00
13:30～15:30
9:00～11:00
13:30～15:30
9:00～11:00
13:30～15:30
17:00～19:00
9:00～11:00
13:30～15:30
17:00～19:00
9:00～11:00
13:30～15:30

6月 4日(火)

6月 5日(水)

6月 6日(木)

6月 7日(金)

6月 9日(日)

6月10日(月)

6月11日(火)

6月12日(水)

6月13日(木)

6月14日(金)

7月 3日(水)

7月 4日(木)

7月 5日(金)

7月 7日(日)

7月 8日(月)

7月 9日(火)

7月10日(水)

7月11日(木)

伊参公民館

名久田公民館

六合支所

六合保健センター

活性化センター

沢田公民館

四万ゆずりは荘

ツインプラザ

保健センター

無料

無料

無料
３,０００円
５００円
無料
５００円

無料

無料

４０～７４歳

満７５歳以上

３０歳・３５歳
４０歳未満（３０・３５歳を除く）
４０歳未満
４０歳以上
50歳以上
４０歳（４０歳以上で過去に検査
したことがない人も可）
６５歳以上

健診名

会　場 日　程 受付時間 対象区

年齢区分 費　用

ス
リ
ッ
パ
等
上
履
き
持
参

⑥胃がん・大腸がん
　（7時～9時）      
  乳がん、子宮頸がん検診
　（13時15分～13時45分）

7月7日（日）のみ実施

⑤悠々世代体力測定
　（総合健康調査）

ツインプラザ・保健セン
ターの日程で、昼間のみ
実施
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からのお知らせ

皆
さ
ん
の
力
を
結
集
し
て

「
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
対
策
委
員
会
」
が
発
足

「
が
ん
検
診
」
受
診
率
ア
ッ
プ
に
向
け
、
今
年
の
取
り
組
み
は
本
気
度
が
違
い
ま
す

　
町
で
は
、
が
ん
に
対
す
る
予
防
意
識

の
向
上
と
、
が
ん
検
診
受
診
率
の
向
上

の
た
め
、
関
係
機
関
の
代
表
者
や
広
く

各
団
体
に
お
願
い
し
、
３
月
26
日
、

「
中
之
条
町
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
対

策
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
、
委
員
を
委

嘱
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
委
員
の
皆
さ

ん
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
町
民
の
皆
さ
ん

が
も
っ
と
「
が
ん
検
診
」
を
受
け
て
く

れ
る
よ
う
に
な
る
の
か
、
そ
の
方
策
に

つ
い
て
検
討
し
て
も
ら
い
ま
す
。

な
ぜ
今
「
が
ん
検
診
」
の
推
進
に

取
り
組
む
の
か
？

　
先
月
号
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
町
の
死
亡
原
因
の
22
・
５
％

を
占
め
る
の
が
が
ん
で
す
。
死
亡
に
至

ら
な
く
て
も
現
在
日
本
で
は
２
人
に
１

人
が
が
ん
に
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

し
か
も
そ
の
治
療
は
経
済
的
、
肉
体
的

に
極
め
て
負
担
が
大
き
い
も
の
で
す
。

　
一
方
、
町
の
「
が
ん
検
診
」
対
象
者

の
受
診
率
は
平
均
24
％
で
す
。
国
や
県

で
は
受
診
率
50
％
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
が
、
町
で
は
そ
れ
以
上
を
目
指
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
が
ん
で
亡
く
な
る
人
を
減
ら
す
方
法

は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
さ
ん
に
検

診
を
受
け
て
も
ら
う
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。

　
そ
の
た
め
に
、
「
が
ん
検
診
等
受
診

率
向
上
対
策
委
員
会
」
を
組
織
し
て
、

強
力
に
検
診
受
診
率
の
向
上
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

委
員
会
の
取
り
組
み

ま
ず
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

　
今
後
は
、
が
ん
検
診
に
つ
い
て
皆
さ

ん
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

す
。
が
ん
に
対
す
る
予
防
意
識
や
町
以

外
で
の
検
診
受
診
状
況
の
把
握
、
ま
た

現
在
の
検
診
方
法
の
問
題
点
や
ど
う
す

れ
ば
も
っ
と
検
診
を
受
け
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
る
の
か
、
ご
意
見
を
伺
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
命
を
守
る
第
一
歩
と
な

る
こ
の
調
査
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

　
役
場
保
健
環
境
課　
健
康
係
（
保
健

セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
☎
７
５
・
８
８
３
３
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
担
当　
水
出
久
美
子

 

申
し
込
み
方
法
は
？

　
２
月
に
実
施
し
た
「
が
ん
検
診
希
望

調
査
」
で
申
し
込
ま
な
か
っ
た
人
で

も
、ま
だ
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
の
検
診
の
メ
ニ
ュ
ー
を
確
認
し

て
、
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
日
程
の
詳
細
は
先
に
毎
戸
配

布
し
た
「
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
も
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

検
診
の
メ
ニ
ュ
ー
は
？

■
胃
が
ん
検
診　
対
象
者 

40
歳
〜
79

歳
／
費
用 

１
、
０
０
０
円
／
期
日 

５

月
14
日
（
火
）
か
ら
８
月
７
日
（
水
）

ま
で
に
地
区
毎
に
計
12
回
実
施
（
日
程

の
詳
細
、
会
場
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）
／
内
容 

胃
Ｘ
線
検
査

■
大
腸
が
ん
検
診　
対
象
者 

40
歳
以

上
／
費
用 

５
０
０
円
／
期
日 

胃
が
ん

検
診
と
同
日
程
／
内
容 

便
潜
血
検
査

２
人
に
１
人
が「
が
ん
」に
な
り
、

３
人
に
１
人
が「
が
ん
」で
死
亡
す
る
時
代
に
備
え
て

今
す
ぐ
申
し
込
み
が
で
き
る

町
の「
が
ん
検
診
」

健康
Check!

がん検診受付の様子
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からのお知らせ

（
提
出
の
み
）　

■
肺
が
ん
検
診　
対
象
者 

40
歳
以
上

／
費
用 

40
歳
以
上
無
料
・
40
歳
未
満

５
０
０
円
／
期
日 

住
民
健
診
と
同
日

程
（
詳
細
は
14
・
15
ペ
ー
ジ
参
照
）
／

内
容 

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
と
喀
痰
検
査

■
前
立
腺
が
ん
検
診　
対
象
者 

50
歳

以
上
男
性
／
費
用 

５
０
０
円
／
期
日 

住
民
健
診
と
同
日
程
（
詳
細
は
14
・
15

ペ
ー
ジ
参
照
）
／
内
容 

採
血
検
査

■
乳
が
ん
検
診　
対
象
者 

40
歳
以
上

女
性
／
費
用 

１
、
５
０
０
円
／
期
日 

５
月
〜
９
月
の
火
曜
日
（
原
町
日

赤
）
、
ほ
か
に
２
回
実
施
（
日
程
の
詳

細
、
会
場
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

／
内
容 

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
・
視

触
診

■
子
宮
頸
が
ん
検
診　
対
象
者 

20
歳

以
上
女
性
／
費
用 

１
、
０
０
０
円
／

期
日  

５
月
27
日
（
月
）
か
ら
８
月
７

日
（
水
）
ま
で
に
計
７
回
実
施
（
日
程

の
詳
細
、
会
場
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）
／
内
容 

内
診
・
細
胞
診

 

７
月
７
日
（
日
）
は
一
斉
検
診

　
７
月
７
日
（
日
）
は
住
民
健
診
に
合

わ
せ
て
す
べ
て
の
が
ん
検
診
が
一
斉
に

行
わ
れ
ま
す
。
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
予
約
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

14
・
15
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　広く、様々な場面で「がん検診」を推進できるように、多くの関係団体の方にメンバーになっていただき、
関わっていただくことになりました。皆さん、よろしくお願いします。

・小林きみ江（町すこやか健康委員委員長）
会　長

■ がん検診等受診率向上対策委員会委員名簿（敬称略） ■

・山本　隆雄（町議会総務福祉常任委員会委員長）
・関　　常明（町議会総務福祉常任委員会副委員長）
・田島　郁文（田島病院院長）
・桜井　　洋（けんもち医院院長）
・眞貝美由規（四万へき地診療所医師）
・高瀬　貴章（六合診療所医師）
・田中　義朗（吾妻保健福祉事務所）
・高橋　達人（町そば健会長）
・吉田　朝志（なかのじょう山里テーマパーク）
・田村　宏司（町商工会）
・土谷　智美（コープぐんま）
・山口貴美子（中之条小学校ＰＴＡ）
・綿貫　真澄（たんぽぽクラブ）
・小林　義昭（国民健康保険運営協議会委員）
・中村　富雄（六合地区）
・綿貫　洋子（健康を育てる会吾妻支部）
・折田啓一郎（健康増進いきいき健康クラブ）
・寺嶋　貴義（中之条ＶＹＳ）
・小林　純子（町食生活改善推進協議会会長）
・剣持　一夫（町体育協会会長）
・唐澤　洋子（中之条婦人会会長）
・柏原　明子（婦人会中之条支部長）
・篠原　貞子（婦人会伊参支部長）
・吉田富美子（婦人会名久田支部長）

委　員
・一場いよ子（町くらしの会会長）
副会長

・市川　典子（婦人会六合支部長）
・加藤　信夫（町老人クラブ連合会長）
・小板橋幸男（ＪＡあがつま中之条支店長）
・関本　道男（ＪＡあがつま伊参支店長）
・清水　和彦（ＪＡあがつま名久田支店長）
・関　　芳宣（ＪＡあがつま合沢田支店長）
・青木　　隆（ＪＡあがつま六合支店長）
・篠原　昭夫（光山電気工業株式会社）
・梅田　昌秀（太陽誘電株式会社）
・久保　光輝（キング工業株式会社）
・伊能　正夫（中之条町副町長）
・関口　信一（役場観光商工課）
・宮崎　貞夫（役場農林課）
・茂木美枝子（役場総務課）
・小池　宏之（役場住民福祉課）
・湯本　文雄（中央公民館）

３月に開催された第１回委員会で委員の委嘱を受けた皆さん
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からのお知らせ

4
月
1
日
の
役
場
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

▽
の
下
に
現
職
、
（
　
　
）
の
内
に
前
職
を
表
示
し
て
い
ま
す

「
行
政
推
進
課
」
と
「
六
合
振
興
課
」
を
新
設
、
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
推
進
室
」
と
「
花
と
緑
の
ぐ
ん
ま
づ
く
り
推
進
室
」
を
設
置

【
総
務
課
】

▽
課
長
・
野
村
泰
之
（
六
合
支
所
長
）

▽
事
業
管
理
室
長
・
関
本
利
久
（
昇

任
：
生
涯
学
習
課
補
佐
）

▽
補
佐
兼
調
査
指
導
係
長
・
鈴
木
幸
一

（
観
光
商
工
課
補
佐
）

▽
行
政
係
長
・
水
出
浩
之
（
昇
任
：
総

務
課
主
査
）

▽
主
査
・
茂
木
美
枝
子
（
税
務
課
主

査
）

▽
主
任
・
武
藤
勝
年
（
税
務
課
主
任
）

▽
主
事
・
唐
澤
陽
平
（
昇
任
：
総
務
課

主
事
補
）

【
税
務
課
】

▽
課
長
・
冨
沢
　
稔
（
生
涯
学
習
課

長
）

▽
収
納
推
進
室
長
・
小
池
忠
衛
（
昇

任
：
住
民
福
祉
課
補
佐
）

▽
主
査
・
生
巣
孝
子
（
総
務
課
主
査
）

▽
主
査
・
奥
木
明
彦
（
昇
任
：
税
務
課

主
任
）

▽
主
任
・
山
本
　
誠
（
前
橋
市
派
遣
）

【
企
画
政
策
課
】

▽
課
長
・
関
本
隆
一
（
税
務
課
長
）

▽
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
推
進
室
長
・
中
澤

昌
彦
（
昇
任
：
総
務
課
補
佐
）

▽
補
佐
兼
政
策
係
長
・
山
口
　
清
（
上

下
水
道
課
補
佐
）

▽
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
推
進
係
長
（
兼

務
）
・
山
本
嘉
光
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
係
長
）

▽
主
査
・
山
口
隆
志
（
昇
任
：
企
画
政

策
課
主
任
）

▽
主
任
・
山
田
真
邦
（
前
橋
市
派
遣
）

▽
主
事
・
設
楽
勇
貴
（
昇
任
：
企
画
政

策
課
主
事
補
）

【
行
政
推
進
課
】

▽
課
長
兼
秘
書
係
長
・
飯
塚
剛
夫
（
企

画
政
策
課
長
）

▽
補
佐
兼
行
政
推
進
係
長
・
黒
岩
文
夫

（
観
光
商
工
課
補
佐
）

【
住
民
福
祉
課
】

▽
補
佐
兼
福
祉
係
長
・
山
本
忠
雄
（
観

光
商
工
課
補
佐
）

▽
補
佐
兼
包
括
支
援
係
長
・
関
口
喜
佐

子
（
昇
任
：
住
民
福
祉
課
主
査
）

▽
保
険
年
金
係
長
・
小
池
宏
之
（
住
民

福
祉
課
係
長
）

▽
介
護
保
険
係
長
・
町
田
隆
弘
（
昇

任
：
住
民
福
祉
課
主
任
）

▽
主
査
・
湯
本
　
武
（
総
務
課
係
長
）

▽
主
任
・
本
多
美
穂
（
昇
任
：
住
民
福

祉
課
主
事
）

▽
主
事
・
福
田
美
樹
（
企
画
政
策
課
主

事
）

【
保
健
環
境
課
】

▽
主
査
・
干
川
記
江
子
（
保
健
環
境
課

係
長
）

▽
主
事
・
木
暮
駿
希
（
昇
任
：
保
健
環

境
課
主
事
補
）

【
農
林
課
】

▽
花
と
緑
の
ぐ
ん
ま
づ
く
り
推
進
室

長
・
宮
崎
貞
夫
（
昇
任
：
農
林
課
補

佐
）

▽
補
佐
兼
農
業
係
長
兼
花
と
緑
の
ぐ
ん

ま
づ
く
り
係
長
・
山
本
俊
之
（
農
林

課
補
佐
）

【
観
光
商
工
課
】

▽
主
任
・
綿
貫
正
規
（
群
馬
県
派
遣
）

▽
主
事
・
宮
﨑
麻
未
（
昇
任
：
観
光
商

工
課
主
事
補
）

【
建
設
課
】

▽
課
長
・
町
田
志
郎
（
昇
任
：
建
設
課

補
佐
）

▽
係
長
・
本
多
宏
幸
（
昇
任
：
上
下
水

道
課
主
査
）

異
　
動
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▽
主
査
・
小
池
和
春
（
昇
任
：
建
設
課

主
任
）

▽
助
手
・
篠
原
達
夫
（
中
之
条
中
学
校

公
仕
）

【
こ
ど
も
未
来
課
】

▽
主
任
・
篠
原
千
登
世
（
観
光
商
工
課

主
任
）

【
生
涯
学
習
課
】

▽
課
長
・
高
橋
　
博
（
昇
任
：
税
務
課

次
長
）

▽
補
佐
兼
社
会
教
育
係
長
兼
社
会
体
育

係
長
・
安
原
　
明
（
企
画
政
策
課
補

佐
）

▽
主
任
・
土
屋
明
史
（
住
民
福
祉
課
主

任
）

【
六
合
振
興
課
】

▽
支
所
長
兼
課
長
・
山
本
今
朝
吉
（
昇

任
：
保
健
環
境
課
次
長
）

▽
総
務
住
民
室
長
（
兼
職
）
・
山
本
章

男
（
生
涯
学
習
課
次
長
兼
こ
ど
も
未

来
課
次
長
）

▽
産
業
振
興
室
長
・
市
川
永
二
（
建
設

課
次
長
）

▽
補
佐
兼
建
設
水
道
係
長
・
市
川
和
義

（
建
設
課
補
佐
）

▽
総
務
係
長
（
兼
職
）
・
山
本
伸
一

（
生
涯
学
習
課
係
長
兼
こ
ど
も
未
来

課
係
長
）

▽
住
民
福
祉
係
長
・
豊
田
ひ
と
み
（
住

民
福
祉
課
係
長
）

▽
産
業
振
興
係
長
・
中
沢
芳
宏
（
昇

任
：
観
光
商
工
課
主
任
）

▽
主
査
（
係
長
）
・
中
澤
や
す
子
（
住

民
福
祉
課
主
査
）

▽
主
任
・
油
井
文
男
（
農
林
課
主
任
）

▽
主
任
・
大
塚
俊
介
（
上
下
水
道
課
主

任
）

▽
主
任
・
大
熊
郁
恵
（
企
画
政
策
課
主

任
）

【
文
化
会
館
】

▽
補
佐
兼
事
業
係
長
・
金
井
正
紀
（
企

画
政
策
課
補
佐
）

▽
補
佐
兼
施
設
管
理
係
長
・
伊
能
義
雄

（
施
設
管
理
係
長
兼
事
業
係
長
）

【
伊
勢
町
保
育
所
】

▽
保
育
士
・
冨
澤
雅
子
（
中
之
条
幼
稚

園
教
諭
）

【
中
之
条
保
育
所
】

▽
保
育
士
・
増
田
　
翠
（
伊
勢
町
保
育

所
保
育
士
）

【
中
之
条
幼
稚
園
】

▽
教
諭
・
丸
橋
美
鈴
（
伊
勢
町
保
育
所

保
育
士
）

【
中
之
条
小
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】

▽
公
仕
・
宮
﨑
美
由
紀
（
伊
参
小
学
校

公
仕
）

▽
上
下
水
道
課
主
事
補
・
田
村
裕
之

▽
住
民
福
祉
課
主
事
補
・
島
田
亜
友
里

▽
農
林
課
主
事
補
・
小
林
陽
祐

▽
伊
勢
町
保
育
所
保
育
士・割
田
恵
里
華

▽
中
之
条
保
育
所
保
育
士
・
青
木
照
美

【
宮
城
県
石
巻
市
】

▽
唐
澤
将
希
（
こ
ど
も
未
来
課
主
任
）

▽
田
村
晃
太
（
生
涯
学
習
課
主
事
）

【
群
馬
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

（
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家
）】

▽
安
ヵ
川
幸
好
（
観
光
商
工
課
次
長
）

【
群
馬
県
市
町
村
課
】

▽
黒
岩
紀
彦
（
税
務
課
主
任
）

【
群
馬
県
農
業
共
済
組
合
】

▽
寺
嶋
貴
義
（
生
涯
学
習
課
主
任
）

【
六
合
温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー
】

▽
高
瀬
貴
章
（
新
規
採
用
）

▽
山
本
光
也
（
総
務
課
長
）

▽
小
池
今
朝
美
（
建
設
課
長
）

▽
寺
島
英
巳
（
群
馬
県
農
業
共
済
組
合

派
遣
）

▽
市
川
松
雄
（
建
設
課
主
任
）

▽
小
池
輝
夫
（
建
設
課
助
手
）

▽
安
原
松
枝
（
中
之
条
小
学
校
公
仕
）

▽
小
柏
　
剛
（
六
合
温
泉
医
療
セ
ン
タ

ー
派
遣
）

新
規
採
用

派
　
遣

定
年
退
職

退
　
職

　
住
民
福
祉
課
、
税
務
課
、
会
計

課
、
こ
ど
も
未
来
課
で
は
、
平
日

の
窓
口
業
務
の
延
長
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
お
も
に
証
明
発
行
業
務
、
申
請

等
受
付
業
務
と
な
り
ま
す
。
延
長

時
間
に
は
取
り
扱
え
な
い
業
務
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く

だ
さ
い
。

延
長
時
間

　
17
時
15
分
〜
18
時
15
分

　
六
合
支
所
の
宿
直
は
4
月
か
ら

廃
止
し
て
い
ま
す
。
18
時
15
分
以

降
の
六
合
支
所
へ
の
電
話
は
、
基

本
的
に
本
庁
の
宿
直
へ
転
送
さ
れ

ま
す
。

　
な
お
、
休
日
昼
間
の
日
直
は
、

従
来
通
り
本
庁
、
六
合
支
所
と
も

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

役
場
の
窓
口
延
長

業
務
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

六
合
支
所
の
宿
直

は
廃
止
さ
れ
ま
し

た
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有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
を
紹
介
し
ま
す

各
地
区
で
活
動
し
て
い
た
だ
く
隊
員
・
捕
獲
犬
で
す
。
（
敬
称
略
）

今
年
度
は
、
捕
獲
隊
員
1
0
5
人
の
ほ
か
、
捕
獲
犬
12
頭
に
も
委
嘱
状

　
電
牧
柵
を
設
置
し
な
く
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指
し
て
、
サ
ル

や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
捕
獲
・
駆
除
に

日
々
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
「
有
害

鳥
獣
捕
獲
隊
」
の
皆
さ
ん
。

　
4
月
1
日
に
、
役
場
庁
舎
前
で
今
年

度
の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
捕
獲
隊
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
活
躍
す

る
捕
獲
犬
に
も
、
委
嘱
状
が
渡
さ
れ
ま

し
た
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
農
林
課
　
有
害
鳥
獣
・
林
業
対

策
室

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
2
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
松
井
敬
和

折田町長から委嘱状を受け取る捕獲隊の皆さん

委嘱を受けた捕獲犬

〈中之条地区〉
田村　雅敏
雪畑　幸三
森山　謙一
齊藤袈裟慈
齊藤　朋享
宮崎　四郎
中嶋　典夫
福田　正夫
関　喜久雄
塩谷　尚一
唐澤　共紀
中澤　　仁
湯本　勝美
※ジュリ
※カク

〈沢田地区〉
高山　明幸
唐澤　　明
田村　一明
大場　壯次
高山富美雄
山田　好雄
山田　明宏
山田　力夫
小沢　義夫
藤井　勇一
綿貫　　尚
高山　藤吾
山本　郁夫
関　　英治
関　　　栄
宮崎　一男
松岡　孝治
松岡　邦人
関　　幸男
関口　　勇
中澤　　洋
本多　勝次
島村　光延
福田　弘幸
吉田　　壽
山本　隆雄
起原　　求
竹渕　徳之
栁田　軍司
※ラッキー
※銀
※モモ

（伊勢町）
（伊勢町）
（伊勢町）
（中之条町）
（中之条町）
（中之条町）
（中之条町）
（西中之条）
（西中之条）
（西中之条）
（西中之条）
（市城）
（青山）
（唐澤　共紀）
（湯本　勝美）

（四万）
（四万）
（四万）
（四万）
（四万）
（四万）
（四万）
（四万）
（四万）
（四万）
（四万）
（上沢渡）
（上沢渡）
（上沢渡）
（上沢渡）
（上沢渡）
（上沢渡）
（上沢渡）
（上沢渡）
（上沢渡）
（上沢渡）
（上沢渡）
（上沢渡）
（上沢渡）
（下沢渡）
（下沢渡）
（折田）
（山田）
（山田）
（高山　明幸）
（山本　隆雄）
（山田　力夫）

〈伊参地区〉
斉藤　一雄
斉藤　佳示
堀口　　順
割田　清之
割田俊太郎
坂本　　守
斉藤今朝夫
斉藤　三喜
冨沢　政保
望月　文雄
塩原　喜好
篠原　幸男
冨澤　　晃
高平　忠雄
山崎　伸司
綿貫　保雄
伊能　傳藏
綿貫　節夫
相田　英男
村山　寅治
※チャピー
※ローリー
※ゴン

〈名久田地区〉
斉藤　孝幸
元山　　功
奈良　孝雄
吉田　幸正
唐澤　紀雄
青木　誠二
剱持　酉好
割田　利光
田村　利雄
小林　広美
田村　富司
金田　　彰
福島　和夫
※チコ
※ナナ
※クウー

（※印は捕獲犬です）

（五反田）
（五反田）
（五反田）
（五反田）
（五反田）
（五反田）
（五反田）
（五反田）
（五反田）
（五反田）
（大道）
（蟻川）
（蟻川）
（蟻川）
（蟻川）
（蟻川）
（岩本）
（岩本）
（岩本）
（岩本）
（高平　忠雄）
（村山　寅治）
（村山　寅治）

（大塚）
（大塚）
（大塚）
（大塚）
（大塚）
（平）
（横尾）
（横尾）
（横尾）
（赤坂）
（赤坂）
（赤坂）
（赤坂）
（斉藤　孝幸）
（青木　誠二）
（田村　富司）

〈六合地区〉
篠原　茂夫
篠原　信雄
関　　勝雄
篠原　好次
篠原　一美
小池富士雄
山本　良三
篠原　　勇
今泉　壽明
髙原　　勲
本多　辰雄
山田　正人
山本　秀明
山﨑　角一
山本　良政
山本　昭夫
山本　貞雄
本多　和広
飯塚　博士
山本　琢馬
山口　一元
大塚　　和
山口　榮藏
山本　　進
山本　　貴
山本　　稔
山口　盛雄
山口　市郎
市川　賢司
冨沢　一二
※ナミ

（赤岩）
（赤岩）
（赤岩）
（赤岩）
（赤岩）
（日影）
（日影）
（日影）
（小雨）
（小雨）
（入山）
（入山）
（入山）
（入山）
（入山）
（入山）
（入山）
（入山）
（入山）
（入山）
（入山）
（入山）
（入山）
（入山）
（入山）
（入山）
（入山）
（入山）
（生須）
（太子）
（山口　市郎）
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今
年
度
の
行
政
区
区
長
を
紹
介
し
ま
す

87
人
の
区
長
さ
ん
、
今
年
度
は
58
人
が
交
代
し
ま
し
た

　中之条公共下水道事業は、平成26年度末完成に向けて整備を行っていますが、近年の家屋立地状
況や人口動態の変化等を考慮し、整備区域の見直しを行い最終的な整備区域を確定しました。
今回、新たな整備区域となる皆様のご理解を頂きながら事業を進めるため説明会を開催いたします。
　また、関係書類の縦覧も併せてお知らせします。
【説明会】
日　　時　5月15日（水）・16日（木）19時～　　会　　場　役場二階会議室
【関係書類の縦覧】
縦覧期間　5月21日（火）～6月3日（月）　　　　縦覧場所　役場上下水道課
問い合わせ　役場上下水道課　下水道係　☎75・8832（直通）　担当　唐澤勝俊

■中之条町公共下水道事業　最終的な整備区域確定　説明会及び縦覧

　区長さんには、既に4月1日からご尽力をいただいております。地域と町とを結んでいた
だくために、皆さんのご協力をお願いします。
問い合わせ　役場総務課　行政係　☎75・8806（直通）　担当　水出浩之

平成２5年度区長名簿

【伊参地区】
行政区
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１

区長名
神保　　栄
関　　広光
生巢　浅則
齋藤　千晴
齊藤　一美
田村　千昭
綿貫　保雄
山﨑　伸司
原澤　幸一
篠原　幸男
塩野谷志朗

【名久田地区】
行政区
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６

区長名
関　　実哉
剱持　春男
伊能　正夫
吉田　満昭
原澤　誠吾
角田　　始
蟻川　謙司
割田　　清
斉藤　孝幸
小渕　富雄
吉田　光一
小林　秀美
福島　和夫
本多　幸一
小菅　  寿
冨澤　長美

【六合地区】
行政区
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７

区長名
山本今朝好
篠原　一美
道澤　　瀞
茂木　修一
富沢　豊之
富澤　　実
篠原道太郎
市川　昭一
中澤　宏衛
山口　市郎
山本　輝幸
山本　　茂
山口　重行
山本敬一郎
中村　喜一
中村　健司
山口　榮藏

【中之条地区】
行政区
１
２
３
４
４-２
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３

区長名
林　　　浄
唐澤　伸一
今井　　貢
宮﨑　久紀
浅見　泰永
酒井　孝喜
剣持　和彦
湯浅　右司
金子　和秋
蟻川　篤彦
富沢　積男
田村　悦司
今泉　浩一
髙橋　芳夫
高橋　久夫
八木原　登
蜂須賀良精
楯　　晴雄
福島　正男
四宮　生雄
髙橋　　透
大津　正明
中澤　章文
狩野　雅光

【沢田地区】
行政区
１
２
２-２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８

区長名
岡田　米二
篠原十代次
福田　隆雄
町田　征夫
安原　一男
黒岩　宗彦
星野　栄二
飯塚　貞夫
関　　忠男
町田　　茂
高橋　　仁
町田　甚三
宮﨑　茂樹
小渕　　要
森　　博昭
宮﨑　高春
小渕　久男
青木　　実
田村　二男

4月16日に開催された区長会議では、委嘱状を交付させて
いただくとともに、町から様々なお願いをさせていただき
ました。
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六
合
地
区
の
飼
い
犬
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射

5
月
は
六
合
地
区
の
実
施
月
（
中
之
条
地
区
は
4
月
に
実
施
済
み
で
す
）

生
涯
に
一
度
の
「
登
録
」
と
年
に
一
度
の
「
予
防
注
射
」
は
飼
い
主
の
義
務

　
六
合
地
区
の
飼
い
犬
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
。

注
射
の
受
け
方

　
日
程
表
を
確
認
し
て
、
都
合
の
よ
い

注
射
会
場
ま
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
登
録
済
み
の
人
に
は
ハ
ガ
キ

形
式
の
通
知
書
が
配
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
（
死
亡
し

た
犬
の
通
知
書
が
届
い
た
場
合
に
は
、

六
合
支
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
）

費
　
用

注
射
の
み
の
犬

　
3
、
3
0
0
円

新
規
登
録
の
犬

　
6
、
3
0
0
円
（
う
ち
新
規
登
録
手

数
料
3
、
0
0
0
円
）

問
い
合
わ
せ

　
六
合
支
所
　
総
務
住
民
室

　
　
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
干
川
記
江
子

申込み方法
①動物病院で避妊去勢手術を受けて下さい。（動物病院は群馬県獣医師会の会員医師に限ります。）
②動物病院で発行された領収書、印鑑、振込口座番号が分かるものを保健センターに持参して申請く
　ださい。
補助金額　犬猫　一頭につき　5,000円

申し込み・問い合わせ　役場保健環境課　環境衛生係（中之条町保健センター）
　　　　　　　　　　　☎75・8834（直通）　　担当　木暮　駿希

■犬・猫の避妊去勢手術に補助金を交付しています

■犬登録・狂犬病予防注射（六合地区）
会　　場 時　間実施日

9:00～
9:30～
10:00～
10:30～
11:05～
11:25～
13:15～
13:40～
14:10～
14:40～
15:10～
9:00～
9:20～
9:40～
10:00～
10:25～
10:55～
11:25～
11:55～
12:15～

9:15
9:40
10:10
10:45
11:15
11:40
13:25
13:55
14:20
14:55
15:20
9:10
9:30
9:50
10:15
10:35
11:05
11:35
12:05
12:25

六合保健センター（赤岩）
中沢バス停前
湯久保公民館前
六合支所前

六合活性化センター（世立）
六合生活改善センター（引沼）

和光原バス停前
根広公民館入口
小倉公民館前

田代原（山口一元様宅前）
品木（スクールバス車庫前）
広池（篠原已左之様宅前）
旧日影幼稚園前

太子（花園大橋のたもと）
六合支所前

生須公民館駐車場
民宿十二みます様前

六合観光物産センター（沼尾）
六合生活改善センター（引沼）
京塚（山本登様宅前広場）

※秋の集合注射は実施しません。

５月２4日
（金）

6月16日
（日）
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車いすのリフトは、車両後部から出入りします

福祉タクシー券

車
両
の
概
要

ニ
ッ
サ
ン
　
セ
レ
ナ

（
定
員
6
人
、
う
ち
車
い
す
1
人
）

特
徴
／
後
部
リ
フ
ト
、
助
手
席
ス
ラ
イ

ド
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
付
き

利
用
で
き
る
人

　
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
ま
た
は
介

護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
で
、
日
常
生
活
に
車
い
す
が
必
要
な

外
出
困
難
な
人
。

運
転
者
　
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を

取
得
し
て
3
年
以
上
経
過
し
て
い
る
人

（
運
転
者
は
利
用
者
が
確
保
し
て
く
だ

さ
い
）

利
用
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
燃
料
費
、

清
掃
料
、
有
料
道
路
料
金
、
車
両
修
繕

費
、
損
害
賠
償
費
は
利
用
者
負
担
）

利
用
期
間
　
貸
出
日
か
ら
3
日
以
内

（
た
だ
し
、
土
日
祝
祭
日
を
含
む
場
合

は
5
日
間
）

※
利
用
回
数
は
月
に
2
回
ま
で

申
込
方
法

　
利
用
日
の
1
か
月
前
か
ら
3
日
前
ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

借
用
時
に
必
要
な
も
の

・
利
用
者
の
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

　
介
護
保
険
証

・
運
転
者
の
運
転
免
許
証

・
利
用
者
、
運
転
者
の
印
鑑

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
福
祉
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
8
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
蟻
川
智
彦

車
い
す
に
乗
っ
た
ま
ま
乗
車
で
き
る

リ
フ
ト
付
き
車
両
を
貸
し
出
し
し
ま
す

外
出
困
難
な
人
の
外
出
の
た
め
に

　
町
で
は
、
障
害
が
あ
る
人
を
対
象

に
、
タ
ク
シ
ー
の
基
本
料
金
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
次
の
手
帳
の
い
ず
れ
か
を
所

持
す
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
「
肢
体
不
自

由
」
あ
る
い
は
「
視
覚
障
害
」
の
一

級
ま
た
は
二
級

・
療
育
手
帳

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

申
請
方
法

　
印
鑑
と
手
帳
を
持
参
の
う
え
、
役
場

住
民
福
祉
課
ま
た
は
六
合
支
所
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
内
容
　

　
対
象
者
に
は
1
か
月
あ
た
り
4
枚
の

「
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
」
を
交
付
し

ま
す
（
1
枚
で
基
本
料
金
1
回
分
を
補

助
）

対
象
と
な
ら
な
い
場
合

　
本
人
ま
た
は
生
計
を
一
に
す
る
家
族

が
自
動
車
税
や
軽
自
動
車
税
の
減
免
を

受
け
て
い
る
場
合
は
、
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
福
祉
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
8
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
田
村
深
雪

　
六
合
支
所
　
総
務
住
民
室

　
　
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
中
澤
や
す
子

基
本
料
金
を
補
助
す
る

福
祉
タ
ク
シ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
へ

　タクシーに乗車するとき
に、このタクシー券を乗務
員に提示してください。
　なお、高齢者用の「高齢
者福祉タクシー」の内容
は、13ページでお知らせし
ています。
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町
で
は
、
新
た
な
財
源
を
確
保
し
、

施
設
運
営
の
安
定
化
に
資
す
る
た
め

「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
」
（
※
）
に
よ

り
中
之
条
町
文
化
会
館
の
ス
ポ
ン
サ
ー

企
業
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
選
定
の
結
果
、
（
株
）
バ
イ
テ
ッ
ク

が
命
名
権
を
取
得
（
5
年
間
）
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
4
月
か
ら
施
設
名
が

「
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル
」
に
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
変
更
は
名
称
の
み
で
す
の

で
、
料
金
、
休
館
日
等
の
利
用
内
容
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
」と

は
？

　
企
業
が
施
設
の
愛
称
を
付
与
す
る

権
利
を
取
得
す
る
も
の
で
す
。
近
年

で
は
公
共
施
設
で
の
活
用
が
多
く
見

ら
れ
、
県
内
の
例
で
は
、
県
民
会
館

が
「
ベ
イ
シ
ア
文
化
ホ
ー
ル
」
の
愛

称
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

中
之
条
町
文
化
会
館
は

「
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル
」
の

愛
称
に
な
り
ま
す

財
源
確
保
の
た
め
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
を
募
集
し
ま
し
た

　
県
で
は
、
「
美
し
い
ふ
る
さ
と
群
馬

づ
く
り
」
の
た
め
の
、
自
発
的
な
住
民

組
織
に
よ
る
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
活
動
を
行
う
行
政
区
や
団
体
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
の
種
類

①
花
と
緑
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

　
河
川
・
道
路
の
草
刈
り
、
草
花
の
植

栽
、
側
溝
の
清
掃
、
公
共
施
設
で
の
草

花
の
植
栽
活
動
（
ゴ
ミ
拾
い
・
空
き
缶

拾
い
の
み
は
対
象
外
）

②
耕
作
放
棄
地
等
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

　
耕
作
放
棄
地
の
花
の
景
観
づ
く
り
、

農
業
用
用
排
水
路
の
除
草
、
花
緑
の
植

栽
、
水
路
の
清
掃
な
ど

③
里
山
・
平
地
林
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

  

里
山
・
平
地
林
の
整
備
、
植
栽
及
び

県
産
材
等
に
よ
る
簡
易
な
柵
、
看
板
設

置
等

対
象
と
な
る
団
体

  

構
成
員
10
人
以
上
の
団
体
で
、
4
月

か
ら
平
成
26
年
2
月
末
ま
で
の
間
に
3

回
以
上
の
活
動
を
行
う
団
体
（
法
人
、

組
合
、
学
校
は
対
象
外
で
す
）

奨
励
金
の
額

　
2
0
、
0
0
0
円

　
た
だ
し
、
耕
作
放
棄
地
の
「
花
の
景

観
づ
く
り
」
は
、
5
ア
ー
ル
あ
た
り

1
0
、
0
0
0
円
以
内
（
上
限
は

3
5
、
0
0
0
円
）

申
込
方
法

　
所
定
の
申
込
用
紙
で
、
5
月
31
日

（
金
）
ま
で
に
役
場
建
設
課
若
し
く
は

六
合
支
所
へ
持
参
す
る
か
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

　
申
請
用
紙
は
、
役
場
建
設
課
若
し
く

は
六
合
支
所
、
県
土
木
事
務
所
、
県
森

林
事
務
所
、
県
農
業
事
務
所
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
建
設
課
　
管
理
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
2
7
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
本
多
宏
幸

「
花
と
緑
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」

参
加
団
体
募
集

環
境
に
や
さ
し
い
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
暮
ら
し
を
推
進
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Information

情報
イベントやスポーツ大会、
職員募集などの

　
完
成
し
た
住
宅
は
、
2
戸
（
2

Ｄ
Ｋ
）
、
所
在
は
大
字
日
影

1
0
9
1
番
地
1
で
す
。

　
入
居
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
建
設
課
　
住
宅
係

　
☎
7
5
・
8
8
2
8
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
小
淵
秀
夫

手
話
を
使
う
聴
覚
障
害
の
あ
る
人

へ　
手
話
通
訳
派
遣
事
業
は
通
院
や

健
康
に
関
す
る
こ
と
、生
活
、職
業
、

保
育
所
や
学
校
に
関
す
る
こ
と
な

ど
で
通
訳
が
必
要
な
場
合
に
利
用

で
き
ま
す
。
広
い
地
域
へ
の
手
話

通
訳
者
の
派
遣
も
可
能
で
す
。

　
利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事

前
に
役
場
住
民
福
祉
課
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

手
話
を
使
わ
な
い
聴
覚
障
害
の
あ

る
人
へ

　
要
約
筆
記
は
、
手
話
の
わ
か
ら

な
い
人
に
、
文
字
に
よ
っ
て
話
の

内
容
を
伝
え
る
方
法
で
す
。
町
で

も
要
約
筆
記
者
の
派
遣
が
可
能
で

す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
福
祉
係

　
☎
7
5
・
8
8
1
8
（
直
通
）

　
ＦＡＸ
7
5
・
6
5
6
2

　
　
　
　
　
担
当
　
唐
澤
つ
ぎ
子

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日

現
在
で
、
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ

て
い
る
自
動
車
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
5
月
上
旬
に
自
動
車
税
事
務
所

か
ら
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に

よ
り
、
5
月
31
日
（
金
）
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
吾
妻
県
税
事
務
所

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
3
3
0
0

　
県
自
動
車
税
事
務
所

☎
0
2
7
・
2
6
3
・
4
3
4
3

　
吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組

合
で
は
、
平
成
26
年
度
に
採
用
す

る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
職
種
・
人
員

消
防
職
　
6
名
（
う
ち
救
急
救
命

士
枠
2
〜
3
名
）

養
護
老
人
ホ
ー
ム
看
護
職
　
1
名

受
験
資
格

〈
消
防
職
〉

　
次
の
①
②
③
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
か
つ
④
に
該
当
す
る
こ

と
。

①
高
等
学
校
を
平
成
19
年
3
月
以

降
卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
平
成

26
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
人
。

②
大
学
入
学
資
格
検
定
合
格
者
、

ま
た
は
平
成
26
年
3
月
ま
で
に

合
格
見
込
み
の
人
。

③
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

合
格
者
、
ま
た
は
平
成
26
年
3

月
ま
で
に
合
格
見
込
み
の
人
。

④
昭
和
63
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

8
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
。

〈
看
護
職
〉

　
次
の
①
②
③
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
こ
と
。

①
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
免
許

保
有
者
。

②
看
護
師
と
し
て
の
実
務
経
験
年

数
5
年
以
上
の
人
。

③
昭
和
48
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
。

試
験
日
　

　
第
1
次
試
験
　
9
月
22
日（
日
）

試
験
内
容
　
教
養
試
験
（
職
員
と

し
て
必
要
な
一
般
的
教
養・知
識・

知
能
に
つ
い
て
択
一
式
試
験
）

会
　
場
　
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー

ル
（
町
文
化
会
館
）

※
第
2
次
試
験
、
第
3
次
試
験
の

日
程
お
よ
び
内
容
に
つ
い
て
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
　
6
月
10
日
（
月
）
〜

8
月
2
日
（
金
）

申
込
方
法

　
受
験
申
込
書
を
、
簡
易
書
留
か

特
定
記
録
郵
便
、
あ
る
い
は
直
接

持
参
し
て
吾
妻
広
域
圏
事
務
局
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
験
申
込
書
は
、
吾
妻
広
域
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
消
防
各

署
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
吾
妻

広
域
事
務
局
に
も
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組

合
事
務
局
（
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ

ー
ル
内
）

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
4
7
0
0

町
営
住
宅「
日
影
ハ
イ
ツ
」

が
完
成
し
ま
し
た

自
動
車
税
は

5
月
31
日
ま
で
に

吾
妻
広
域
圏
職
員

消
防
職
・
看
護
職

聴
覚
障
害
の
あ
る
人
へ

手
話
通
訳
と
要
約
筆
記
の

ご
利
用
を

行
　
政

職
員
募
集

Information
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町
で
は
、
保
育
所
の
臨
時
保
育

士
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
先
　
中
之
条
保
育
所

資
　
格
　
保
育
士
免
許

勤
務
時
間
　
8
時
30
分
〜
17
時
15

分
（
変
則
週
38
時
間
45
分
）

賃
　
金
　
日
額
7
、
4
6
4
円

　
　
　
　
＋
通
勤
手
当
相
当
額

募
集
人
員
　
9
月
1
日
〜
平
成
26

　
　
　
　
　
年
3
月
31
日
　
1
人

　
　
　
　
　
8
月
29
日
〜
平
成
26

　
　
　
　
　
年
3
月
31
日
　
1
人

申
込
方
法
　
役
場
総
務
課
に
用
意

し
て
あ
る
応
募
用
「
履
歴
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
5
月
20
日

（
月
）
ま
で
に
役
場
総
務
課
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課
　
行
政
係

　
☎
7
5
・
8
8
0
6
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
水
出
浩
之

　
地
球
温
暖
化
対
策
に
、
ま
た
花

と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め

に
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　
個
人
と
団
体
（
事
業
所
、
店

舗
、
学
校
等
）
が
対
象
で
す
。

申
込
方
法
　
8
月
30
日
（
金
）
ま

で
に
参
加
申
込
書
を
提
出
す
る

か
、
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
中
之
条
町
保
健
セ
ン
タ

ー
と
六
合
支
所
に
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
役
場
保
健
環
境
課
　
環
境
衛
生

係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
7
5
・
8
8
3
4
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
木
暮
駿
希

緑
の
カ
ー
テ
ン
と
は

　
ゴ
ー
ヤ
や
ア
サ
ガ
オ
な
ど
の

植
物
で
、
窓
や
壁
面
を
カ
ー
テ

ン
の
よ
う
に
覆
っ
た
も
の
を
指

し
ま
す
。
植
物
の
葉
が
日
光
を

遮
り
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し

て
く
れ
る
人
に
も
地
球
に
も
や

さ
し
い
カ
ー
テ
ン
で
す
。

　
平
成
26
年
4
月
に
中
之
条
中
学

校
と
西
中
学
校
が
統
合
し
ま
す
。

　
こ
の
統
合
後
の
校
章
の
デ
ザ
イ

ン
を
募
集
し
ま
す
。
新
生
「
中
之

条
中
学
校
」
に
相
応
し
い
デ
ザ
イ

ン
を
考
案
し
て
く
だ
さ
い
。

デ
ザ
イ
ン
の
方
法

　
15 

cm
×
15 

cm
程
度
の
枠
内
で

図
案
化
し
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
の
説

明
も
あ
わ
せ
て
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
使
用
す
る
色
の
数
は
3
色
程

度
と
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　
氏
名
・
住
所
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
し
て
、
こ
ど
も
未
来
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限
　
6
月
28
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
教
育
委
員
会
こ
ど
も
未
来
課
　

学
校
整
備
係

　
☎
7
5
・
8
8
2
4
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
島
村
弘
志

　
中
之
条
大
学
で
は
、
平
成
25
年

度
第
1
回
公
開
講
座
と
し
て
、
戦

場
カ
メ
ラ
マ
ン
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
渡
部
陽
一
さ
ん
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
6
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
開
演
14
時

会
　
場
　
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー

　
　
　
　
ル
（
町
文
化
会
館
）

入
場
料
　
前
売
券
　
5
0
0
円

　
　
　
　
当
日
券
　
7
0
0
円

　
　
　
　
（
全
席
自
由
）

申
込
方
法
　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
窓
口

（
中
之
条
大
学
事
務
局
）
、
バ
イ

テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル
、
六
合
支
所

で
5
月
8
日
（
水
）
か
ら
チ
ケ
ッ

ト
を
販
売
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
之
条
大
学
事
務
局
（
中
央
公

民
館
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
3

　
町
で
は
3
月
に
土
砂
災
害
防
止

法
の
全
町
指
定
を
受
け
、
県
で
は

地
震
防
災
戦
略
を
策
定
し
ま
し

た
。
町
全
体
で
防
災
意
識
を
高
め

て
い
く
た
め
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
ま
す
。

期
　
日
　
6
月
9
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
〜
16
時

場
　
所
　
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー

　
　
　
　
ル
（
町
文
化
会
館
）

内
　
容
　

（
講
演
）
　
群
馬
大
学
理
工
学
研

究
院
　
金
井
昌
信
准
教
授

（
展
示
）
　
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
救

助
実
演
、
地
震
体
験
車
、
救
助
工

作
車
な
ど

入
場
料
　
無
料

申
込
方
法
　
申
込
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
上
下
水
道
課
（
防
災
フ
ォ

ー
ラ
ム
担
当
）

　
☎
7
5
・
8
8
2
9
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
吉
田
茂
喜

中
之
条
保
育
所

臨
時
保
育
士

募
　
集

今
年
も
開
催

緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

催
　
し

地
震
防
災・減
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
中
之
条

統
合
後
の

中
之
条
中
学
校
の

校
章
デ
ザ
イ
ン
募
集

中
之
条
大
学
公
開
講
座

戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン

渡
部
陽一講
演
会

昨年度個人の部最優秀賞のあさがおのカーテン

（参考）
中之条中学校の
現在の校章

防災ヘリがやって来ます
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～中之条町の石碑～

堂屋敷の子安地蔵と女性信仰
どうやしき こやす

ふるさと
再発見
〈208〉

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
真
っ
た

だ
中
、
「
つ
む
じ
」
に
お
い
て
町

内
外
9
組
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
5
月
3
日
（
祝
）
、

　
　
　
　
　
　
4
日
（
土
）

　
　
　
　
11
時
30
分
〜
15
時

会
　
場
　
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ

ー
「
つ
む
じ
」
お
祭
り
広
場

※
雨
天
の
場
合
交
流
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ

　
役
場
観
光
商
工
課
　
観
光
係

（
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
「
つ

む
じ
」
内
）

　
☎
2
6
・
7
7
2
7
（
直
通
）

　
　
　
　
　
担
当
　
宮
崎
毅
一
郎

日
　
時
　
6
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
8
時
30
分
開
会

会
　
場
　
総
合
体
育
館

参
加
資
格
　
町
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
人
が
中
心
の
チ
ー
ム

申
込
方
法
　
事
務
局
に
用
意
し
て

あ
る
申
込
書
を
代
表
者
会
議
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

代
表
者
会
議
　
6
月
6
日
（
木
）

19
時
30
分
か
ら
総
合
体
育
館
で
行

い
ま
す
。
組
み
合
わ
せ
も
決
定
し

ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
体
協
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

事
務
局
　

　
飯
塚
尚
登
さ
ん
（
吾
妻
東
部
衛

生
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
7
5
・
2
0
9
9

　
安
原
克
規
（
役
場
農
林
課
）

　
☎
7
5
・
8
8
1
2
（
直
通
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
開
催

日
　
時
　
6
月
10
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
13
日
（
木
）

　
　
　
　
19
時
30
分
〜
21
時

会
　
場
　
総
合
体
育
館

※
出
場
チ
ー
ム
は
も
ち
ろ
ん
、
一

般
の
人
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
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第
44
回
町
民

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ス
ポ
ー
ツ

つ
む
じ
で

「
フ
ォ
ー
ク・ビ
レ
ッ
ジ
」

コ
ン
サ
ー
ト

　
こ
の
子
安
地
蔵
は
、
大
字
生
須
の
集
落
入
口
、

町
指
定
文
化
財
馬
頭
観
音
像
の
や
や
東
に
あ
り
、

堂
屋
敷
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
堂
屋
敷
は
、
江
戸

初
期
に
建
て
た
小
さ
な
お
寺
が
前
身
で
す
。
そ
の

頃
は
お
坊
さ
ん
が
住
ん
で
い
て
、
何
時
の
頃
か
ら

か
無
住
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
小
さ
い
頃
、
寺
の

お
坊
さ
ん
か
ら
色
々
と
話
を
聞
い
た
り
、
拝
ん
で

も
ら
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　
寺
は
村
の
衆
の
集
会
の
場
で
、
秋
冬
の
夜
長
に

は
明
か
り
を
灯
し
、
夜
明
け
ま
で
語
り
あ
か
し
た

そ
う
で
す
。
葬
儀
の
時
に
は
斎
場
に
な
り
、
願
掛

け
の
方
に
は
お
籠
も
り
の
場
に
も
な
り
、
村
民
の

精
神
的
な
つ
な
が
り
を
育
む
場
所
で
し
た
。

　
少
し
余
談
に
は
な
り
ま
す
が
、
昔
の
生
須
は
草

津
街
道
の
継
ぎ
場
で
、
草
津
へ
の
客
や
入
湯
を
終

え
て
沢
渡
方
面
に
帰
る
客
の
往
来
で
賑
わ
い
ま
し

た
。
今
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
と
も
い
え
る
茶
屋
も
、

下
の
茶
屋
と
上
の
茶
屋
と
二
軒
あ
り
ま
し
た
。
下

の
茶
屋
は
曲
り
屋
と
い
い
、
腰
を
掛
け
る
所
が

「
く
」
の
字
型
に
曲
が
り
、
大
勢
の
客
が
休
め
た

そ
う
で
す
。
こ
の
茶
屋
の
庭
に
は
馬
寄
せ
の
石
が

あ
り
、
馬
を
利
用
す
る
客
は
、
こ
の
石
を
踏
み
台

に
し
て
乗
り
降
り
を
し
た
そ
う
で
す
。
時
代
が
変

わ
り
、
役
割
を
終
え
た
石
は
、
旧
道
沿
い
の
家
並

み
を
下
り
終
え
た
付
近
に
移
り
、
「
水
路
開
発
の

記
念
碑
」
の
土
台
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
上
の
茶
屋
は
、
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年

七
月
二
十
三
日
午
後
三
時
頃
に
落
雷
に
よ
り
焼
失

し
、
他
に
も
農
家
三
軒
が
類
焼
し
ま
し
た
。

　
お
堂
の
前
方
の
高
台
に
は
、
棚
の
あ
る
見
張
り

小
屋
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
高
台
は
集
落

を
一
望
で
き
る
場
所
に
あ
り
、
往
来
に
不
審
な
旅

人
が
い
な
い
か
を
見
張
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
本
論
に
戻
り
ま
す
。
こ
の
子
安
地
蔵
は
、
写
真

の
よ
う
に
愛
し
子
を
慈
愛
あ
ふ
れ
る
表
情
で
抱
い

て
い
ま
す
。
姿
は
観
音
様
の
よ
う
で
す
が
、
生
須

で
は
「
子
安
っ
さ
ん
、
子
安
っ
さ
ん
」
と
親
し
み

を
込
め
て
呼
ん
で
い
ま
す
。
子
安
地
蔵
は
六
合
地

区
の
多
く
の
集
落
で
祀
り
、
地
域
性
を
感
じ
ま
す
。

　
子
安
地
蔵
の
台
を
見
る
と
、
天
保
五
（
一
八
三

四
）
年
十
二
月
十
三
日
に
建
て
た
と
あ
り
ま
す
。

他
に
「
惣
村
中
　
世
話
人
　
霜
田
市
四
郎
／
黒
岩

千
吉
／
山
崎
浅
次
郎
／
市
川
弥
太
郎
／
中
澤
亀

蔵
」
と
あ
り
、
五
人
の
方
が
世
話
役
で
、
村
で
建

て
ま
し
た
。
子
安
地
蔵
信
仰
の
主
役
女
性
は
、
浅

く
か
細
い
彫
り
で
名
を
刻
み
ま
す
。
最
後
に
「
石

工
信
州
小
森
吉
蔵
／
小
森
好
蔵
」
と
あ
り
、
石
工

は
当
地
で
活
躍
し
た
高
遠
出
身
の
吉
蔵
で
す
。

　
今
で
も
安
産
と
子
育
て
の
無
事
を
願
い
、
子
安

地
蔵
さ
ん
に
願
を
か
け
、
頭
に
頭
巾
を
被
せ
た
り
、

前
掛
け
を
掛
け
る
方
が
絶
え
ま
せ
ん
。
時
代
は
変

わ
っ
て
も
、
子
安
様
を
思
う
気
持
ち
は
昔
と
同
じ

で
す
。
篤
い
信
仰
心
の
お
陰
で
、
子
安
さ
ん
は
着

ぶ
く
れ
状
態
の
ま
ま
で
、
夏
に
な
る
と
「
暑
い
暑

い
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
旧
暦
の
二
月
十
八
日
（
今
の
暦
で
三
月
中
旬
）

に
は
、
毎
年
子
安
講
を
行
っ
て
い
ま
す
。
女
衆
は

毎
年
持
ち
回
り
当
番
の
宿
に
集
ま
り
、
安
産
を

祈
っ
た
り
し
ま
す
。
当
番
の
家
で
は
心
を
込
め
て

宿
振
舞
を
し
ま
す
。
料
理
な
ど
は
、
特
に
決
ま
っ

た
約
束
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
出
来
る
だ
け
の

用
意
を
し
訪
れ
た
客
を
も
て
な
し
ま
す
。

　
　
文
化
財
専
門
委
員
　
黒
岩
　
勇

と
も

こ

に
ぎ

あ
つ

ま
つ
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「
日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消
し

た
い
！
」
と
思
っ
て
い
る
人
へ
。

軽
快
な
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
楽
し
く

体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
　
時　
5
月
2
日
（
木
）
か
ら

　
　
　
　
毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
19
時
30
分
〜
20
時
50
分

場
　
所　

　
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

費
　
用　
1
回
6
0
0
円
（
初
回

の
み
半
額
）

用
意
す
る
物　
室
内
シ
ュ
ー
ズ
・

水
分
補
給
用
飲
料
・
タ
オ
ル

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
之
条
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
Ｋ
Ｅ

Ｙ
Ａ
Ｋ
Ｉ
事
務
局
（
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
内
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
担
当　
田
村　
将

　
町
老
連
主
催
の
に
よ
る
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
60
歳
以
上

の
町
民
は
、
だ
れ
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
レ
デ
ィ
ー
ス
も
歓
迎
で

す
。

日
　
時　
5
月
29
日
（
水
）

　
　
　
　
8
時
ス
タ
ー
ト

会
　
場　
美
野
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ

競
技
方
法　
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー

ク
プ
レ
イ　
新
ペ
リ
ア
方
式
（
36

カ
ッ
ト
）

費
　
用　
プ
レ
ー
費（
食
事
付
き
）

　
　
　
　
　
　
　
4
、
5
0
0
円

　
　
　
　
参
加
費
2
、
0
0
0
円

申
込
方
法　
5
月
13
日
（
月
）
ま

で
に
町
老
連
事
務
局
ま
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
☎
7
5
・
8
8
3
9
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
担
当　
関

催
　
し

中
之
条
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

Ｋ
Ｅ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ｉ　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

第
4
回
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
ゴ
ル
フ
大
会

安心メール配信
「防犯・防災情報」「生活関連情報」を携帯電話等にメール配信
します。下のＱＲ（キューアール）コードを読み込んで何も入力
しない空メールを送り、案内に従って登録してください。QRコ
ードが読み込めない場合は、ml.town_nakanojo@e-park.ne.jp
にメールを送ってください。

問い合わせ 役場企画政策課
広報係
☎75－8846（直通）

博物館Photograph⑫
ふるさと今昔
伊参尋常高等小学校校舎の落成

いまむかし

問い合わせ　歴史と民俗の博物館「ミュゼ」☎75-1922

伊参尋常高等小学校校舎の落成（昭和13年3月）

現在▶

　伊参村（現、大字五反田・岩本・蟻
川・大道）の長年の懸案だった学校の整
理統合が実現し、伊参尋常高等小学校の
新校舎が建設されたのは、昭和13(1938)
年のことでした。
　前年の3月、学校統合のための協議会を
開催し、本校として新校舎建設、五反田
字白久保への学校位置変更等が決めら
れ、同年着工となりました。1年余りの歳
月を経て、木造2階建てで、1・2階とも
に5教室を有し、昇降口が2カ所ある立派
な校舎が完成しました。施工は前橋市・
小林武四郎氏で、建築に要した経費は
32,347円余でした。　
　岩本から本校を移転したことにより、
岩本（第一分教場）、五反田（第二分教
場）、蟻川（第三分教場）は分校となり
ました。本校には5学年以上が、分校には
4学年以下が在学しました。この年の合計
の児童数は557名でした。
　小学校はその後、平成4（1992）年3
月に3階建ての新校舎に建て替えられまし
たが、本年3月をもって閉校（在校生41
名）となりました。

伊参小学校では平成25
年3月26日に閉校記念
式典が行われました。
写真はその前日のもの。
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Information

　5月26日（日）に雑誌リサイクル市を開催します。また、5月27日（月）から6月3日（月）まで特別整理期間のため休
館となります。よろしくお願いします。

中之条町ツインプラザ図書館　☎76－3115

ひとことひとこと

【5月のお休み】（図書館）　7日、13日、20日、27日～6月3日（特別整理期間）

【一般書】約160冊

【児童書】約100冊

今 月 の 新 着

　人生の指針となる言葉が三百六十六
日分掲載されています。朝礼や各種ス
ピーチづくりに便利な主要語句索引が
ついています。

『心を育てる言葉366日』
モラロジー研究所出版部／編、モラロジー研究所、
2013・3

この一冊

「水戸光圀」
「真空の科学」
「ぼくはぼく」
「ドンナビアンカ」　
「桜ほうさら」

童門　冬二
木ノ切恭治
谷川俊太郎
誉田　哲也
宮部みゆき

「いきのびる魔法」
「地震のひみつ」
「舟をつくる」
「かげ」
「ぎょうれつ」

西原理恵子
翠川　三郎
関野　吉晴
新美　南吉
中垣ゆたか

　第1回から第147回までの受賞作と候
補作を紹介しています。選考過程にまつ
わるエピソードを網羅した一冊です。

『芥川賞物語』
川口則弘／著、バジリコ株式会社、
2013・1

この一冊

材料

作り方

発酵食のレシピ●13

キャベツ1/2個 / キャベツの重さの2％の塩 / 小女子50g / ごま油大1

塩漬けキャベツの小女子炒め
こおなご

（じゃこでも可）

①キャベツは小さく手でちぎって分量の塩をまぶしてよく揉み込
み、重しをしてそのまま常温で2～3日塩漬けにする。

②小女子はフライパンで焦がさないように香ばしく乾煎りして、
一度取り出す。

③①からキャベツを200～250gくらい取り出し、水けをよく絞っ
てフライパンでごま油を加えて炒める。発酵が進んで酸っぱく
なったキャベツで作ってもおいしい。

④キャベツに火が通ったら乾煎りした小女子を加えて炒め合わせ
てできあがり。



六合温泉医療センター
診療所長　高瀬貴章
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健 康
HEALTH

診療所だより 健
康
チ
ェ
ッ
ク

5月の当番医

3日㈷
（６７）２０３０
（８８）７６１１

内科

外科
夜間

小池医院
草津温泉松岡医院

6日㈪

（５９）３０１０
（８２）３９９９

内科

外科
夜間

東吾妻町診療所
櫻井医院

（６８）２７１１日赤
12日㈰

（７５）３３５０
（９７）３０２０

内科

外科
夜間

田島病院
嬬恋村診療所

（７５）３０５５吾妻さくら

（８３）７１１１西吾妻福祉病院 （８３）７１１１西吾妻福祉病院（８３）７１１１西吾妻福祉病院
4日㈷

（６８）５２１１
（８２）２１８８

内科

外科
夜間

吾妻脳外循環科
長生病院 5日㈷

（６８）０３５５
（８８）２０３０

内科

外科
夜間

くりはら医院
布施医院

26日㈰

（６８）２１０３
（８５）２２５９

内科

外科
夜間

加地医院
長野原診療所

（７５）３０５５吾妻さくら

（６８）２７１１日赤
19日㈰

（６４）２１３６
（８８）４３２１

内科

外科
夜間

四万診療所
草津こまくさ病院

5月　六合診療所　外来診療医師

出張診療（括弧内は担当医師）

1日
8日
15日
22日
29日

小　雨（高瀬）
田代原（高瀬）
小　雨（高瀬）
赤　岩（高瀬）
小　雨（高瀬）

午　前

湯久保（高瀬）
赤　岩（高瀬）
広　池（高瀬）
休み

湯久保（高瀬）

午　後

月に１度は、保険証の提示をお願いします。
住民健診の結果をお持ちの人は、ご持参ください。

1918
休診休診高瀬山本藤原高瀬午前

休診休診休診休診午後

休診

休診 休診休診

171413 1615

休診高瀬午前

午後

藤原

休診休診休診

2827 29
山本 高瀬

休診休診

3130

2625
休診休診山本藤原高瀬午前

休診休診

休診

休診 休診休診休診午後

242120 2322
高瀬

休診

日土金木水火月

休診午前

休診午後

54

　

こ
の
度
、
4
月
よ
り
中
之
条
町

保
健
環
境
課
へ
勤
務
と
な
り
、
六

合
温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
派
遣
と

な
り
ま
し
た
高
瀬
貴
章
で
す
。
六

合
地
域
を
中
心
に
医
療
、
保
健
活

動
、
検
診
等
に
励
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
に
自
治
医
科
大
学
を

卒
業
し
、
臨
床
研
修
と
し
て
群
馬

大
学
附
属
病
院
、
桐
生
厚
生
総
合

病
院
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
は
群
馬
大
学
臓
器
病
態
外
科

学
へ
入
局
し
、
同
病
院
お
よ
び
館

林
厚
生
病
院
で
勤
務
し
ま
し
た
。

大
腸
癌
、
胃
癌
と
い
っ
た
消
化
器

癌
や
、
胆
嚢
炎
、
虫
垂
炎
等
の
消

化
器
・
一
般
外
科
診
療
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　

私
の
理
想
の
医
師
像
は
全
身
の
診

療
が
で
き
る
総
合
医
で
あ
り
、
そ
れ

を
必
要
と
し
て
い
る
所
は
医
師
が
い

な
い
地
域
（
僻
地
）
と
考
え
て
い
ま

す
。
病
院
で
は
「
病
気
を
治
す
」
こ

と
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
僻
地
診
療
で
は
「
患
者
さ

ん
の
生
活
を
支
え
る
」
こ
と
が
中
心

と
な
っ
て
き
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
背

景
（
家
族
構
成
、
診
療
所
ま
で
の
交

通
手
段
、
自
宅
の
環
境
等
）
に
十
分

に
配
慮
し
、
時
間
を
か
け
て
診
療
が

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

僻
地
診
療
に
携
わ
る
に
あ
た
り
、

知
識
、
技
術
と
も
に
未
熟
な
部
分
も

あ
り
地
域
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

休診高瀬山本藤原休診午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

121110986 7

休診

休診

3

休診

休診

2

休診

山本

1

休診

休診

〈当番医受診上の注意〉
・診療時間は9時から17時です。できるだけ時間内に受診し
 てください。
 それ以外の時間は、休日夜間当番病院で受診してください。
・急患のための当番医制度ですので、緊急患者以外の受診は
 ご遠慮ください。
・在宅待機のため、原則として往診はしません。

たか せ　よし あき



31 なかのじょう H２5.5 No.６13

※健康診査と予防接種の日程は、33ページ5月の行事をご覧ください。

相談内容（相談員）
相談ガイド

日　　　時 会　　　場 問い合わせ

中之条町保健センター
（保健環境課健康係）
☎75-8833

中之条町保健センター

法律
相談

毎月の法律相談
（町顧問弁護士） 役場第2会議室

5月9日（木）
13時～17時
（予約制、前日12時までに予約）

憲法記念法律相談
（県弁護士会弁護士） 六合支所

5月30日（木）
13時～15時
（予約制先着6人、前日12時までに予約）

人権
相談

前橋地方法務局中之条支局
☎75-3037

前橋地方法務局
中之条支局

毎週木曜日
13時30分～16時
（祝日は除く）

常設人権相談
（人権擁護委員）

町地域包括支援センター
☎75-8835役場住民福祉課5月13日（月）

9時30分～11時、14時～16時

役場総務課法制係
☎75-8803

役場第2会議室
5月15日（水）
13時～15時
※相談は無料で秘密は固く守られます。

行政相談
（行政相談委員）

年金相談 役場住民福祉課保険年金係
☎75-8819役場第3会議室5月8日（水）

9時30分～16時（当日受付順）（社会保険労務士、年金事務所職員）

町社会福祉協議会
☎75-8839役場第2会議室

5月1日（水）・15日（水）・
6月3日（月）
13時～15時

心配ごと相談
（民生児童委員、主任児童委員）

介護相談
（地域包括支援センター職員）

地域包括支援センター六合
☎95-5711六合保健センター5月13日（月）

14時～16時

特設人権相談所 役場住民福祉課住民戸籍係
☎75-8821

役場大会議室
六合支所会議室

6月3日（月）
10時～15時

毎週木曜日
9時～11時

健康相談
（保健師、栄養士）

健康
相談

毎週木曜日
13時～16時

母と子の健康相談
（保健師、栄養士）

こころの健康相談
（精神科医師）

吾妻保健福祉事務所
☎75-3303吾妻保健福祉事務所5月10日（金）

14時～（予約制）

郡消費生活センター
（文化会館内）

平日
8時30分～16時

毎日の相談
（消費生活コンサルタント・
消費生活専門相談員）

消費
生活
相談

郡消費生活センター
☎75-1166
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お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
3
月
中
の
届
出
）

広報等への掲載を
希望しない人は
届け出等の際、窓口で
その旨お話しください。

■人口と世帯（住民基本台帳による）
17，873
8，672
9，201
6，914

人

人

人
世
帯

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（ー　　 　 ）

人　口

男

女

世帯数
（　）内　前：前月比　後：前年同月比

平成２5年4月１日現在

窓口窓口

ー50

ー65

15

143

ー49.

ー34.

ー15.

9.

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
3
月
中
の
届
出
）

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

上 ・ 下 水 道 料

固 定 資 産 税

町 県 民 税

（普通徴収）

（年金からの特別徴収）

（普通徴収）

（年金からの特別徴収）

（普通徴収）

（年金からの特別徴収）

（普通徴収）

（年金からの特別徴収）

（給与からの特別徴収）
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●
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●
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●
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●

●

●
●
●
●
●
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●

●
●

●

●

年間の納め（25年度）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

住民福祉課、税務課、会計課の窓口業務は１８：１５まで行っています。なお、取扱いできない業務もありますので、担当課まで問い合わせてくださ
い。
普通徴収とは、納付書または口座振替によって納める方法です。年金からの特別徴収とは、年金より天引きで納める方法です。給与からの特別徴
収とは、給与より天引きで納める方法です。なお、納め方は納税通知書や保険料額決定通知書に記入してあります。詳しくは、税務課まで問い合わ
せください。

※住民基本台帳法の改正に伴い、平成２４年８月１日現在から外国人を含んでいます。

Nk327
長方形

Nk327
長方形

Nk327
テキストボックス
「お誕生欄」は印刷版の広報に掲載しています。

Nk327
テキストボックス
「おくやみ欄」は印刷版の広報に掲載しています。
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月の行事

自動車教習所　　　　　　　　　　　☎７５-２５７０
教習所の休所日休

歴史と民俗の博物館「ミュゼ」　　　　 ☎７５-１９２２
博物館の休館日

休

バイテック文化ホール 　　　　　　　☎７５-５１７４
文化会館の休館日休

博物館へ
・東京オリンピックポスター　ほか1点

・脇差（銘「康廣」）ほか2点

・武道免許状（直心影流免許）ほか17点

　　新井トク子様（中之条町）

唐沢儀三郎様（四万）

　相京伸子様（東吾妻町）

ご寄付ありがとうございました

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

5
（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

6月1日（土）　野反湖山開き
6月2日（日）　第13回ポピー祭り（赤坂地区）
6月3日（月）　文化会館休館日
※各種相談日の日程は、31ページ相談ガイドをご覧ください。

休

休

休

休

休

休

休

休 休

休

休 休

休

休

休

休

休

休

2歳児歯科健診（受付：13時15分～13時30分）
2歳6か月児フッ素塗布（受付：13時45分～14時）

胃がん検診・大腸がん検診（受付：7時～9時、四万温泉協会）
予防接種（四種混合）（受付：13時～13時30分）

4か月児健診（受付：13時～13時15分）
6～7か月児相談（受付：13時30分～13時45分）

胃がん検診・大腸がん検診（受付：7時～9時、沢田公民館）
子宮頸がん検診（受付：13時15分～13時45分、中之条町保健センター）

両親学級(受付：9時15分～9時30分）

子宮頸がん検診（受付：13時15分～13時45分、沢田公民館）

憲法記念日
駒岩獅子舞・四万太々神楽(四万稲裏神社）
大道獅子舞（八坂神社）
つむじ「フォーク・ビレッジ」コンサート

みどりの日
つむじ「フォーク・ビレッジ」コンサート

こどもの日
嵩山まつり
五反田太々神楽（親都神社）

振替休日

れんげの里フェスティバル（下山田地区）

春季壮年ソフトボール大会（総合グラウンド）

胃がん検診・大腸がん検診（受付：7時～9時、伊参公民館）

稲包山山開き（四万地区）
中之条ソフトテニスミックス大会（小原崎テニスコート）
町民バドミントンレクレーション大会（総合体育館）

公共料金納期限

観光ガイドボランティアセンター「ふるさと再発見講座」
（8時30分出発）
両親学級(受付：9時15分～9時30分）

9～10か月児健診（受付：13時15分～13時45分）

胃がん検診・大腸がん検診（受付：7時～9時、名久田公民館）
予防接種（小児肺炎球菌）（受付：13時～13時30分）

予防接種（麻しん風しん2期）（受付：13時～13時30分）

予防接種（麻しん風しん2期）（受付：13時20分～13時50分）
予防接種（ヒブ）（受付：14時～14時30分）

予防接種（ヒブ）（受付：12時20分～12時50分）
予防接種（麻しん風しん2期）（受付：13時～13時30分）

休

休休

休休

休
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生きがいづくりで健康づくり
趣味 昧
～300サークルから3つの趣味を～

Tastes from300circles 問い合わせ　ツインプラザ内生涯学習課　社会教育係　☎７６ー３１１１

■ 『中之条観光ガイドボランティアセンター』

「新しくサークルを始めたい」
「会員を増やしたい」
そんなときは気軽に連絡ください

掲載希望団体
★随時募集中

ゆ　あさ まさ　お

「なかのじょう　花百景」募集中

下
山
田
の
レ
ン
ゲ

　
中
之
条
町
の
花
の
見
ご
ろ
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

　町では「なかのじょう　花百景」を編纂するため、皆さんから花の名所の情報を募集していま
す。また「花の写真コンクール」を開催します。写真コンクールでは表彰を行い副賞も準備しま
す。詳細は役場観光商工課（☎26・7727）へ問い合わせください。

　
5
月
に
入
る
と
、
大
字
山
田
下
山
田
地
区
の

広
々
と
し
た
水
田
地
帯
が
、
一
面
淡
い
紫
色
で

染
ま
り
ま
す
。
休
耕
田
を
利
用
し
て
レ
ン
ゲ
が

植
え
ら
れ
始
め
て
か
ら
25
年
以
上
。
イ
ベ
ン
ト

で
に
ぎ
わ
う
恒
例
の
レ
ン
ゲ
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
、
今
年
は
5
月
11
日
（
土
）
開
催
で
す
。

レ
ン
ゲ
の
見
ご
ろ
は
5
月
上
旬
か
ら
中
旬
。

□代 表 者：湯浅昌雄　中之条町伊勢町853　☎75-5952　　FAX75-5019
□活動日時：毎日10:00～15:00（12/29～1/3休み）
□活動場所：ＪＲ中之条駅常設ブース
□会 員 数：49名
□Ｐ　　Ｒ：　中之条町を訪れる観光客に温かいおもてなしと、思い出作りのお手伝いをして10年目を迎え、その間数
多くのお客様をご案内し、多くの感謝の言葉や手紙をいただきました。そんな感動を皆様と共有できればと思います。
　本年、10月～12月の「ぐぐっと群馬観光キャンペーン」に向け、第18期生観光ガイドの募集をします。
「観光ガイド第18期生ボランティア募集要項」
①募集人数：10名程度　
②応募資格：年齢不問、健康で明るく、人前で話の出来る方　
③養成講座日：5/23・5/24・5/25　18:00～　2時間程度
④会場：ツインプラザ（研修室）
⑤現地研修日：5/26　10:00～15:00（昼食付き）
⑥応募方法：住所、氏名、年齢、性別、電話番号をご記入
　のうえ、ハガキまたはＦＡＸで代表者へご応募ください。
⑦申込締め切り日：5/10センター必着

□行事予定：・5/19 第9回ふるさと再発講座
　　　　　　・7/27 設立10周年記念式典
　　　　　　 （ツインプラザ交流ホール）
　　　　　　・秋の研修会（鎌倉方面）
□駅前ギャラリー：5月俳画展　　6月押し花展
　　　　　　　　　7月水墨画展　8月写真展
　　　　　　　　　9月貼り絵展　10月絵手紙展
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